
内蒙古 「岱海」での発掘調査
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「内蒙古長城 地 帯」。 い ま広 く使 われて い るこの用語 が,1935年(昭10)に 刊行 された
1)

江上波夫 ・水野清一両先生による 『内蒙古長城地帯』の標題か らきていることは,お よ

そ東北アジア考古学に関心 を持つ ものに とっては,自 明のことである。

この報告書 は江上・水野両先生が1930年(昭5),当 時,そ の地へ至 ることが誠に困難

であったオル ドス地方(当 時の繧遠省)奥 深 くへの踏査成果であるが,か な り長期 にわ

たって両先生の消息が判明 しなか ったこともあって,一 時は遭難説 も出るほど危険に満

ちた考古調査であった。

そうした中であるにもかかわらず,三 部に分かたれた報告書の内容は極めて水準の高

いものであって,今 日において もそれ を凌駕す るものはな く,こ の地域 を研究す る上で

いまなお基本的文献たる地位 を失 っていない。

その報告書が刊行 されたとき,水 野先生 も同人であった東京考古学会 は,そ の会誌の

『考古学』6-6(1935年10月)に おいて 「『内蒙古長城地帯』誌上 出版祝賀会」の記事

を掲載 し,末 永雅雄 ・三上次男 ・入幡一郎諸氏が祝賀の書評 を行 っておられるが,森 本

六爾氏はそのなかで 「世 に問ふ書物 に適当な標題 を與へ ることは,著 者の才能でござい

ましょう。「内蒙古長城地帯」の著者たちは,内 容への魅力あるこの標題 によって,そ の

豊かな才能 を発揮 され ました。〈中略〉一つの書の標題が其の書 と一見無関係 であ りなが

ら重要なことは,人 と其の名前 との関係 に似ていると申しますが,今 度の場合 などにも

よくあてはまる様でございます。「内蒙古長城地帯」といふ魅力ある標題の成功はこの書

に内容以外の内容 を與へた と申さねばならぬでせ う。」 と喝破 しているのはさすがであ

る。

平成7年 度(1995)文 部省科学研究費補助金(国 際学術研究)の 経費助成 を得 た"遊
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牧騎馬民族文化の生成 と発展過程の考古学的研究"(課 題番号:07041028)に おいて,我 々

が踏査 した ところも,ま さし く内蒙古の長城線に沿 ってであった。

そして,そ の長城線の一角に位置す る「岱海」の名 をもつ,東 西40km,南 北20kmの

湖 こそが,中 国内蒙古文物考古研究所 と我々 との国際共同研究"中 日岱海地区考古調査

隊"の 考古発掘の舞台 となったのである。

2.国 際共 同研 究の開始 まで

　ウ

筆者が"遼 寧式銅剣"の 論考 を発表 したのは1968-69年 のことである。 その中で北方民

族の主要な武器である短剣について分析 を行 い,剣 身,剣 柄,剣 把頭 を別々に鋳造 して

組み合わせ る別鋳式の遼寧式短剣 と,全 体 を一時に鋳造す る一鋳式のオル ドス式剣 とに

二区分 し,前 者 を東胡の剣,後 者 を旬奴の剣に比定 しうると考えた。所属 の民族につい

ては異論があるとしても,筆 者による剣制のこの二区分 につ いては,い まも踏襲 されて

いるところである。
ヨ　

東胡 に続 き筆者 が旬 奴研 究 を発 表 したの は1980年 の こ とで,そ の間10年 余 の空 白が あ

る。
　ラ

田広金氏によって 「桃紅巴拉的旬奴墓葬」が発表 され,初 めて信頼 し得 る考古資料 に

接することが出来たのはようや く1976年 の 『考古学報』誌上である。そして,そ れ以降

は,准 格爾旗玉隆太,烏 拉特中后連合旗呼魯斯太,准 格爾旗西溝畔,杭 錦旗阿魯柴登 と

堰 を切ったように重要発見が報告 され,当 時最新のそれら資料 に,以 前の准格爾旗速機
5)

溝 と大青 山下発見青銅器資料 を加 え,よ うや く筆者の先の旬奴研究論考 となったのであ

る。

その間に,内 蒙古の旬奴研究を リー ドす る研究者 として,田 広金氏の名前が しっか り

と筆者の脳裏 に刻み込 まれていったのであるが,そ れ を決定的 としたのは郭素新夫人 と
　　

の共同編著 になる 『那爾 多斯式青銅器』の発表である。

上編 として田 ・郭夫妻の 「那爾 多斯式青銅器研究」,下 編に新発表の 「毛慶溝墓地」報

告ほか既発表の諸遺跡の報告 をまとめた400頁 近い大著である。豊富なカラー・白黒図版

と遺物の実測図が 多数収録 されてお り,オ ル ドス青銅器研究の新 たな必読書 となった。

とはいえ,該 書に も問題はある。上編の 「那爾多斯式青銅器研究」はオル ドス青銅器

を兵器 と工具,装 飾 品,生 活用具,車 馬具 に分けて詳 しく考察 しているが,使 われた資

料の大半が採集資料 である。従 って,先 ずそれ ら資料の真偽 を弁別することか ら再検討

を行 う必要がある。

今 回の国際共同研究の一つの 目的が,ま さにその点にある。そのためには,内 蒙古の

みな らず,長 城線に沿って北京市か ら寧夏回族 自治区に至る間に,近 年新 たに発掘され
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た北方民族資料 の実地踏査 がぜ ひとも必要なのである。

該書の入手のころ,筆 者の主な関心はまだ遼寧式銅剣に向かっていた。文革後,再 刊

された 『考古学報』には内蒙古寧城県南山根遺跡,内 蒙古赤峰夏家店遺跡,遼 寧省藩陽

市鄭家窪子遺跡,内 蒙古赤蜂蜘蛛山遺跡など,筆 者の先の遼寧式銅剣論考にかかわる重
7)8)

要遺跡の報告があいつ ぎ,さ らに,筆 者の論考 に対す る本格的反論 として林渓氏の論考,
9>

斬楓毅 氏の論考が発表 され,そ うした新資料の調査研究が当面の課題 となっていたか ら

である。

筆者のそ うした願望が実現の方向に向かったのは1988年5月,遼 寧省 人民対外友好協

会の招待に よって,三 宅俊成 ・俊彦両氏 と共に,初 めて遼寧省を訪問 してか らである。

その訪問を契機 として,そ の後,我 々 と遼寧省文物考古研究所 との国際共同研究が実施

されることとなったのであるが,そ の経過については既 に報告書等に詳 しく記 したので
10>

再述 しない。そ うした中国訪問 を繰 り返す中で,当 時,内 蒙古文物考古研究所長であっ

た田広金氏 とも面識 を得 た。

さらに,遼 寧省におけ る共同研究の さなかに,郭 大順 ・孫守道先生から,当 時,我 々

の主 たる研究対象であった夏家店下層文化 の石城遺跡や,発 見されたばか りの興隆窪文

化の遺跡 ・遺物についての,内 蒙古におけ る最新の情報をたびたび聞 く機会があ り,我 々

は まだ見ぬ内蒙古の遺跡に,強 い憧れ を持つ ようになっていた。そんな時,1991年 の第

2回 の共同研究の途次に行 った山東省考察旅行 の際,済 南の宿舎で田広金 ・郭素新 ご夫

妻 と懇談の機会があ り,遼 寧省 との共同研究が完了 したあと,内 蒙古 との国際共同研究

を強 く懲悪されたのである。

,

3.第1次 内蒙 古 予 備 調 査 一1993年(平 成5)秋 一

鰍

タ
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1990年 か ら93年春 までの,3年 間にわたる遼寧省 との国際共同研究が無事完了したあ

と,我 々はその報告書の作成 を急 ぎ進めるかたはら,次 なる飛躍 を求めて,中 国での新

たな共同研究の方向を模索 し始めていた。一つは内蒙古 であ り,も う一つは河北省 であ

る。1993年9月,共 同研究の可能性 を調査す るため,筆 者は宮本一夫氏の同行 を得 て,

内蒙古 と河北省の考古学事情の調査旅行 に赴いた。 この旅行には,幸 い,メ トロポ リタ

ン美術財団の資金援助 を受 けることが出来た。それには,本 学の武 田恒夫教授の ご高配

を頂 いたことを銘記 して厚 く御礼 申し上 げる。

実はこの年の夏,内 蒙古文物考古研究所の主催で国際共同研究がフホホ ト市において
11)

開催 され,我 々 も参加 を懲悪されていたが,時 間的な都合が悪 く,秋 になって我々のみ

で内蒙古 を訪問す ることとなったのである。

筆者 と宮本氏は9月2日(木),11時 前,伊 丹空港か ら北京へ向けて旅立 った。中国で
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の学会に参加 され る小南一郎氏 と北京 まで一緒である。13時13分 北京首都空港着陸,市

内で休憩,夕 食の後,再 び首都空港へ引き返 し,国 内線のフホホ ト行 にのる。20時34分

離陸,夜 の闇の中を西へ。21時24分,真 っ暗なフホホ ト空港に降 り立つ。空港には田 ・

郭夫妻の外,内 蒙古文物考古研究所 の劉来学副所長 らが出迎 えて下 さる。考古所の北京

ジープで宿舎の内蒙 古賓館へ。田 ・郭夫妻の長男で,や は り考古研究所で働 く田文涛君

がいろいろ世話 を焼いて くれるこ ととなる。簡単な打合 わせの後,就 寝。

9月3日(金)快 晴一内蒙古考古研究所一

朝食のあ と,借 り上 げて くれたタクシーで考古研究所へ。応接室で早速,毛 慶溝 オル

ドス青銅器遺跡出土の遺物 を調査。出土遺物 は墓毎にA4サ イズほ どの箱に入れ,ガ ラ

スの蓋が被 さっている。取 り出 して自由に調べてよい,と 誠におお らかである。 もっと

も今回はあ くまで予備調査 であるか ら,詳 しく調べ るには時間がない。一通 りを大急 ぎ

で ノー トし,土 器の一部分のみ,資 料写真 を撮 らしていただ くに とどめた。

いったん宿舎へ帰 り昼食休憩のあ と,再 び考古研究所へ。今度 は朱開溝遺跡の遺物の
12)

一部 を調査 した
。朱開溝遺跡は田 ・郭夫妻が調査担当者 として発掘調査 された遺跡であ

る。内蒙古の最南部,オ ル ドス高原にあ り,南 へ20kmほ どで陳西省 となる。黄河の河曲

は東80kmほ ど。関中の農耕文化が北方へ伝播 した地である。住居趾 と墓地が発掘 され,

龍山文化後期(関 中の客省庄2期 に同 じ)か ら二里頭文化期,商(股)前 期 にかけて,

五期の文化層が検 出されている。 とりわけ,商 前期の墓からは文 ・刀子 ・短剣などの青
13)

銅器が出土 し,オ ル ドス青銅器の起源 を考 える上で重要な資料 となっている。

我々は1040号 墓出土の青銅丈 ・刀子 ・短剣などを実見 した。それらはいずれ も赤銅色

を してお り,地 方作の ように思えた。この遺跡か らは,採 集品ではあるが,石 製の青銅

鍼鋳型が出土 してお り,こ の地での青銅器製作工房の存在が確実である。すでに報告 さ

れているもののほか,そ の後の調査 で出土 した青銅製品 も見 ることが出来 た。その中に

は,肇(兜)と 報告 された,ほ たて貝形の青銅器 もあった。

夕方近 く,郭 治中氏が来 られた。氏は内蒙古東部,白 音長汗遺跡の発掘担当者である。

最近,調 査現場から戻 ったばか り,と い うことで,遺 跡の最新情報をうかが うことが出

来た。
　

白音長汗遺跡は内蒙古の東南部 シラムレン河北岸の林西県白音長汗にある,興 隆窪文

化期の遺跡である。先に発表された概報では,環 濠 を巡 らせ た住居群が報告 されていた

が,そ の後の調査 で,そ の西に同規模の環濠集落が もう一つ発見 された。 また,斜 面の

頂上に積石墓群が存在す ることも判明 した。 その後,収 蔵庫へ案内いただき,土 器資料

を前に,白 音長汗遺跡の特色を説明いただいた。興隆窪文化 については,早 くに論 じた
15)

こ とが あ り,ま た,1994年 の 内蒙古 第2次 予備 調査 の際 に現地 を訪 れ るこ とが 出来 たの
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で,詳 細はそこで述べ ることとしたい。

夜は内蒙古文物考古研究所が,現 在の新城区へ移転するまで使用 していた将軍陣屋の

食堂 で内蒙古文化庁副庁長趙芳志女史 を中心に,蘇 俊 ・劉来学氏ら内蒙古文物考古行政

の指導幹部諸氏 と会食 した。蒙古族女性の歓迎 の歌 とともに,大 杯 ですすめ られ る60度

近いアルコール度の白酒の洗礼 を早 くも受けるこ ととなった。

9月4日(土)快 晴 一老虎 山へ 一

8時30分,タ クシー で 出発 。車 は チ ェ ッコ製 の ラダ とい う小 型車 であ る。 フホ ホ トの

市街 を抜 け て,真 南 にホ リンゴー ル を 目指 し,オ ル ドス平 原 を走 る。 フ ホホ トか らホ リ

ン ゴー ル まで国道209号 線 で49kmと 表示 されて い る。前方 にかす か に山影 が見 えだ した

こ ろ,9時20分 ホ リンゴー ルへ 入 る手前,フ ホホ トか ら38km地 点 で,右 手 に城 壁 が見 え
16)

る。北魏の最初 の都 の盛楽城趾である。 内城 と外城 に分かれ,延 々 と城壁が続 く。城壁

の一端から城内 を眺め下ろしただけで9時40分 再び出発。9時50分 ホ リンゴール市内を

東に折れ,山 道に入る。舗装が途切れ,狭 い地道 でカーブがふえる。10時15分,分 かれ

道。右へゆ くと内蒙古か ら山西省右玉県へ至 る。省の境は長城線上の殺虎 口で,古 来,

北方諸民族が中原へ攻め込む時,必 ず通過 した通路である。見事 な壁画で著名な,和 林
17)

格爾漢墓はこの道路沿いにある。

我々は左の和左公路 を進む。峠の上 り下 りを少 な くも3度 繰 り返 し,11時 涼城県に入

る。やがて永興 の部落 を過 ぎ,11時14分,左 へ側道にはいる。 ここまでホ リンゴールか

ら51km。 正面に蛮汗山脈が立 ちはだか る。

我々が 目指す内蒙古文物考古研究所の工作姑はその一角,老 虎山の中腹にある。正式

名称 ではないが,老 虎山荘 とあだ名 され る。のぼる道は険 しく,渡 る小川には橋がない。

石垣 の土台に塀 を巡 らした老虎山荘が,は っきり望め る高 さまで来て一旦車を下 りる。

左手に老虎山石城遺跡が見 られ る。 目をこらす と,一 角 に,山 の中腹か ら連 なる石城壁

の白い線がはっきワと見える。我々が先年測量調査 を実施 した,夏 家店下層文化の石城
18)

趾 より更に古い,龍 山文化期の石城趾 なのである。是非みたい,と 思い続けていた遺跡

を目の前に して興奮気味に11時35分,山 荘に到着 した。

この山荘は1984年 設立で,そ の後徐々に拡充 され,現 在のように五棟の建物が コの字

形に立 ち並ぶ ようになったとのこ とである。机 と寝台を入れた居住室のほか,食 堂 と収

蔵庫があ り,昼 食後早速収蔵庫 を見学す る。収蔵庫は3室 あ り,三 段棚 に,復 元 した土

器や石器が ぎっしり詰 まっていて,先 ずその量に圧倒 された。今回主に見学 したのは,

この山荘を拠点 として行 われた各種 の遺跡の出土遺物の うち,山 荘のす ぐ西の老虎山遺

跡のほか,西 白玉 ・板城 ・園子溝の龍 山文化 を中心 とした遺跡の出土品で,ほ とん どが
19)

略報告に留 まっているものばか りである。
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小休止の後,待 望 の老虎山遺跡の見学に向かった。1991年,山 東省済南市で開催 され

た"城 子崖遺跡発掘60周 年記念考古学会"の 席上で,田 広金氏が公表 されて以来,注 目
　

していた遺跡である。

我々は遼寧省 との共同研究の際,ま たその間1991年 に 日本学術振興会の資金援助 を受

けて行 った内蒙古東部の考古調査において,数 多 くの石城趾 を見学 したが,そ れ らはす

べて青銅器時代初期 の夏家店下層文化期の ものであった。それに比べ,こ の老虎山遺跡

の石城壁は新石器時代の龍山文化期 のものである。年代的にはこちらの方が より古い。

後方にそびえる老虎山か ら南へ派生 した尾根の一つが,一 旦平坦 になるところを頂上

とし,斜 面の両側 に石塊を積んで城壁 としている。住居趾は城壁の中に斜面に沿 って何

段かに並んでいる。石壁の頂上には方形の石組があ り,田 氏は祭祀遺跡ではないか とい

われ る。城壁の西南角 には2基 の窯があり,う ち1基 はなかなか残 りが良い。

遺跡の南外に方形に掘 り込んだ ところがある。 なん と,そ こは今の老虎山荘を作 る以

前,発 掘調査 の際に寝泊ま りした窯洞の趾だそうである。田 ・郭夫妻それに二人のお子

さんがここに住んで発掘に明け暮れた とのことで,日 本の発掘状況 と比べ,そ の困難 さ

に思いを致 さざるを得 なかった。

一旦山荘へ帰 り休憩の後,18時20分,車 でフホホ トへ帰 るこ ととなる。山荘は蛮汗山

の中腹 にあ り,広 々 とした眺めである。オル ドス青銅器 を多数出土 した毛慶溝遺跡は東

の方に望めるが,徒 歩で片道1時 間はかかるとのことである。その他の岱海周辺遺跡は

途中の山に遮 られ,は るかの彼方で,あ らためて中国の土地の広 さを知 らされ る。また

の来訪 を期 しなが ら夕闇の中を引 き返 し,21時 に田氏宅へ到着。発掘調査のビデオを見

ている内に,渤 海の海老の天麩羅や羊 ・海老入 りの鮫子な どの御馳走が並ぶ。食事に懇

談に楽 しい時 を過 ごし22時40分 辞去。23時 前宿舎へ帰る。

9月5日(日)快 晴一オル ドス高原へ一

8時10分 宿舎発,郭 素新 さん と研究所の凋氏が同行 して くださる。 フホホ トを出て車

は西に向か う。右手,つ ま り北側に大青 山山脈が ちょうど屏風を連ねたように延々 と壁

を造る。 この大青 山はその西の陰山山脈 と連 なって,蒙 古平原 と蒙古草原,す なわち,

農耕文化圏 と遊牧文化圏 とを,区 切 る役割 を果たしてきた。漢族,つ まり農耕民の力の

強い とき,た とえば秦代 では,農 耕民側 はこの山脈を越 えて北に進出 し,草 原の唯中に

長城 を築 いた。それ とは逆に,遊 牧民の力が強い とき,た とえば,旬 奴の力が強勢であ

った ときは,こ の蒙古平原一帯は旬奴の支配の もとにあった。秦漢時代に陰山山脈の北

に築かれた長城は,農 耕民が もっ とも北に進出 した証拠である。一方,そ の後の時代の

長城は,多 く,現 在の内蒙古 と山西省を区切 る山岳地帯を西 に走 り,有 名な黄河の河曲

を越えたあたりか ら南 に下が り,オ ル ドス高原の南端の,今 の内蒙古 と陳西省 との境 を
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通 り,寧 夏回族 自治区の首都 の銀川へ と連 なる。この辺 りでは,秦 漢の長城 と明代 の長

城 との位 置が最 も遠 く離れるが,そ のことは,当 然,こ の陰山山脈から南の,オ ル ドス

平原か らオル ドス高原へかけての広大 な地域が,農 耕民 と遊牧民の,い かに激 しい角逐

の場所 であったかを示す もの といえよう。

10時40分,包 頭の 旧城 を過 ぎ,新 市街にいたる手前で左,つ ま り南に折れ る。やがて,

黄河 を渡 る橋 にかか る。有料橋であるが,以 前のように,渡 し船 に乗 り換 えるのに比べ

ると,ど れだけ便利になったことか。酒々たる黄色の奔流を眺めなが ら対岸に渡 り,い

よいよオル ドス高原へ向か う。西から流れて きた黄河は,寧 夏の青銅峡 を過 ぎた ところ

か ら北へ角度 を変え,や がて内蒙古へ入 り,オ ル ドス平原を潤 し,陰 山 ・大青 山の南を

東流 し,再 び大 き く方向を変えて南に向かい,山 西省 と陳西省の境 をなし,三 門峡の難

所から今度は東へ向きを変え,河 北平原に流れだす。オル ドス高原はこの黄河の屈曲に

西,北,東 を区切 られた地域で,古 来,遊 牧民の活動の舞台である。現在 は全域が伊克

昭盟 として,内 蒙古 自治区の一部である。

黄河の潤す平野部 を過 ぎて,高 原への登 りになった辺 りか ら,道 路の左右に一面に砂

漠が広がる。オル ドス高原の北部に広がる庫布斉砂漠である。道路のす ぐ左右 は植樹な

どで幾分緑がかっているが,彼 方には砂の山が延々 と連 なるのが望 まれる。初めて 目に

す る砂漠の光景 にみ とれて しまった。

砂漠地帯 を過 ぎ,高 原に出る。平 らではな く,結 構険 しい地形である。 目的の伊克昭

盟の中心の東勝市には12時50分 到着。フホホ トから約150km。 宿舎 は中国人民建設銀行

の招待所。オル ドス博物館の王志浩副館長が出迎 え,世 話 を引 き受けて くださる。博物

館の物館長 を交え昼食のあと,や は りここまで来たか らには,ジ ンギスカン陵 までゆ こ

うとさらに南 を目指す。14時出発,約50km走 り15時到着。蒙古族の英雄 中の英雄 ジンギ

スカンを祭 った成陵は,相 当の人出でに ぎわい,様 々 な施設が設けてある。何 は ともあ

れ陵にもうでる。横 に長 い長方形で,中 央 と左右に半球形の屋根 をかけ,屋 根には錨の

形が描いてある。 なるほ ど,フ ホホ ト市内で時々建物の上にあって,妙 な装飾だ と思 っ

ていたのは,こ のジンギスカン廟の屋根 の模倣であったのか。内部にはジンギスカンの

肖像 の他,そ の生涯の絵物語 りなどが飾 られていた。 もちろん,現 在の廟は当初の もの

ではない。何度 も移動 した揚げ句,現 政権になっての建物である。 したが って古い もの

は何 もないが,蒙 古族の誇 りを満足 させ るためには役立っているはずである。

もう帰ろうとしているとき,管 理事務所へ案内され,そ こで,蒙 古族伝統の客人接待

を受けた。美 しい蒙古族伝統の衣装 をまとった女性があらわれ,蒙 古族の客人歓迎の歌

をじょうじょうと歌い,そ のあ と,銀 の大ぶ りの盃になみなみ と注いだ白酒を差 し出す。

これは客人 として必ず飲み干さねば,大 変 な失礼にあたるそうである。親指 と薬指 を合

わせ,酒 に浸 して先ず天に,次 いで地に,最 後 に自分 の額 に注 ぎ,そ れから盃 を飲み干
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す のが定 め で あ るが,な み なみ と注が れ た,60度 近 い度 数 の高 い盃 を干す の は容 易 では

ない。 まこ とに手荒 い歓 迎 であ る。結 局,私 が2杯,宮 本 氏が1杯,辛 うじて干 して,

ほ うほ うの体 で車 に乗 り込 んだ。 帰 り道,伊 金窪 洛旗 の郡 王府 が博 物館 に な ってい る と

い うこ とで立 ち寄 っ たが,18時 過 ぎ と遅 く,中 に入 れ なか った。19時 宿 舎着 。

9月6日(月)曇 一 オル ドス博物館一

オル ドス高原は海抜1500m平 均 で,曇 ると肌寒い。8時 宿舎発,オ ル ドス博物館へ見

学に向か う。 この博物館 は1989年 の開館 で,ま だあまり知 られていない。 日本人考古研

究者が訪れたのは,我 々がはじめてではなかろ うか。伊克昭盟政区,す なわち,オ ル ド

ス高原の中央博物館 として建設されたもので,オ ル ドス高原の 自然の成 り立 ちか らは じ

まって,古 人類の生活か ら,各 時代 の出土資料 を主に,現 代 に至るまで,そ れに民族資

料 を展示 している。我々は新石器時代か ら階唐 に至 るまでの興味有 る資料 を写真に とっ

た。 この伊克昭盟 内には杭錦旗 の桃紅 巴拉,准 格爾旗の速機溝 などオル ドス高原の旬奴

遺跡が 多数報告 されているが,そ うした主要 なもの を別 として,他 に もいろいろ興味深

い資料が並べ られていた。 またの再訪 を期 しつつ半 日の見学 を終えた。帰 りに,王 志浩

さんか ら 『那爾 多斯文物考古文集』 を頂いたが,そ こには,展 示資料の報告が集めてあ

り,大 いに参考 となる。

宿舎で昼食のあと,オ ル ドス高原の最高のおみやげ として,カ シ ミヤ工場 の売店で那

爾 多斯印のセー ター を買込んで13時30分 東勝市 を出発,往 路 をたどってフホホ トの宿舎

へ帰 る。

9月7日(火)快 晴一フホホ ト滞在一

8時40分 宿舎発,9時 内蒙古博物館へ。博物館に保管されているオル ドス高原出土の

純金器物 を特に数点出 していただ く。西溝畔出土の羊頭飾帯金具 はずっ しりと重 い。調

査中に宮本氏が西溝畔出土の帯金具の裏面 に彫 り込まれた漢字銘文の位置が 『郷爾多斯

式青銅器』報告の図 と異なるこ とに気が付 いた。 これらの純金器物 もいずれ詳 しく再調

査 したい ものである。あ と,11時30分 まで急いで博物館の陳列 を一巡する。

昼 食は田さん一家 とともにす る。 その後,1時 間ほ ど休憩の後,内 蒙古文物考古研究

所 との共同研究 についての申し合せ書原稿 を作成す る。その後,そ の内容について田,

郭夫妻 と協議す る。一応合意 した原稿は早速,中 国文に翻訳 を依頼す る。

9月8日(水)快 晴一フホホ ト滞在一

午前は考古研究所において共同研究の可能 性についての話 し合 い続行。 この席で,遼

寧省 との考古測量 を中心 とした共同研究 より,よ り一歩進め,共 同発掘調査 を提案す る。

一68一

脚 堵…r-…"明 一



内蒙古 「岱海」での発掘調査 一 平成7年 度国際学術研究報告一

今後,我 々が作成 した内容で連絡を密に し,ど こでどの ような内容の調査 を行 うかを引

き続 き協議 してゆ くこととなった。

その後,郭 素新 さんの部屋で岱海周辺遺跡の話 を聞 き,仰 紹文化後期の王墓山遺跡 と

龍 山文化の園子溝遺跡の窯洞式住居の発掘写真 を一部頂 く。前者は田さんたちが発掘の

意欲 を燃や している遺跡で,北 京大学の厳文明先生 も興味を示 されていた。後者は窯洞

の内部 を厚 く石灰で塗 り固めている。 まだ見ぬ岱海周辺には,興 味深い遺跡群が取 り巻

いていることを確認できた。

午後には,研 究所の会議室で,内 蒙古文物考古研究所諸氏 と座談会 を行 う。すでに退

職 されているが,内 蒙古の考古学者 として著名な李逸友先生 も出席 いただき,ま ことに

光栄である。ほかに副所長の魏堅氏,田,郭 夫妻,第 一研究室主任の郭治中氏ほか内蒙

古の考古研究の主だった方々との懇談で,先 ず,我 々の もっとも関心のある龍山文化期

の石城 と夏家店下層文化の石城 との問題か ら始 まり,話 題は新石器時代から青銅器時代

まで各方面に及び,教 えられるところが多かった。

9月9日(木)晴 一北京へ一

5時 起床,5時40分 宿舎発,飛 行場へ。劉来学 ・魏堅両副所長,郭 素新 さん,凋 さん

らが早朝にかかわ らず見送 って下 さる。6時50分 離陸,7時43分 北京空港着,内 蒙古の

は じめての旅は無事終了 した。私 と宮本氏はこのあ と,河 北省に鄭紹宗先生を尋ね,河

北省 との共同研究の可能性を調査 したが,そ の報告 は別稿にゆず りたい。

4.第2次 内蒙 古予 備 調 査 一1994年(平 成6)秋 一

我々は内蒙古 との共同研究 をよ り一層進めようと,1994年 秋,第2次 の予備調査 を計

画 した。前回の第1次 調査では,内 蒙古 とともに,河 北省 との共同研究の可能性 も含め

た調査であったため,調 査 日数が少な く,肝 心の現地調査に充分の 日程が とれなかった。

つまり,中 国の広さがなかなか実感で きず,地 図の上ではす ぐそばにある遺跡でさえも,

間に深い溝があれば,簡 単には行 けない。道路舗装が充分 でな く,距 離のわ りに時間が

かか ることなどである。すでに,遼 寧省におけ る調査経験 で,あ る程度は予想 していた

ことではあるが,内 蒙古には内蒙古の実情がある。前年の予備調査 をもとに,次 の共同

研究の相手 を内蒙古 と定め,今 回はより綿密な予備調査 を行 い,共 同研究による発掘調

査地点 を決定 したいもの と考 え,再 度の調査旅行 を計画 した。同行 は東大の大貫静夫氏

と九州大の宮本一夫氏。

一69一



内蒙古1岱 海」での発掘調査一 平成7年 度国際学術研究報告一

1994年9月29日(木)一 出発前 日一

大型台風の関西への襲来が予想 され,交 通の混乱 を避けるため,当 初予定より早 く家

をでた。幸い直撃 は免れ,雨 もよいの中,ホ テル南海にて宮本氏 と落ち合 う。大貫氏は

成田か ら出発 し,北 京空港で合流す る手はず とした。今回は研究費の補助がな く,皆,

私費での旅行である。

9月30日(金)曇 後晴一北京へ一

台風の影響か,9時30分 ごろ出国 ロビーに入るが出発が遅れる。 まだ新 しい関西国際

空港のはじめての利用である。11時30分 ようや く離陸。15時30分 北京空港の出口で大貫

さん と合流 す る。早速琉璃廠で本を買込み,4包 み発送依頼。宿舎は天橋賓館のシング

ルルーム。

10月1日(土)快 晴一北 京か ら内蒙古へ 一

9時 に ホテル を出て,先 ず国家 文物局へ行 くが,知 り合 いはだれ もいない。 続い てい

った考 古研 究所 もだれ もいな い。 国慶節 だか ら当 た り前 で ある。 タ クシーで北 京大へ 向

か う。10時30分 着,勺 園に東大 か ら留 学 してい る吉 開君の部屋 を訪 ね る。その後,三 宅 ・

江 ・小 林 君 らの留 学生 と,集 まって いただ いた北京大考 古学 の蘇哲 ・趙輝 ・趙化 成 氏 ら

と昼 食 を共に しなが ら楽 しい ときを過 ご した。

2時 か らは北 京大 に この春 新 し く開設 され たサ ッ クラー博 物館 に李伯謙 先生 をお訪

ね して懇談 し,そ のあ と,陳 列 室 を案 内 して いただ く。 この博物館 の建物 は,ア メ リカ

の富豪 で 中国美術 の コレ クター であ ったサ ッ クラー氏 の寄付 にな り,展 示 資料 は長年 に

わ た る北京大考 古学研 究室 の発掘調 査や,研 究 活動 に よ り収集 され た もの を基本 に,一

部,北 京大卒 業生 が各地 の調 査研 究機 関にお いて発掘 した資料 をあつ めて あ る。 それ だ

け に,名 品は 多 くないが,い ず れ も,出 土地 の明確 な,資 料価値 が高 い ものばか りで,

研 究に は もって こいであ る。 それ に,自 由 に写 真 を とらせ てい ただけ るの も有 り難 い。

17時 の 閉館 までた っぷ り見学 したが,そ れ で も最後 は駆け 足 となった。

大学 か ら タクシー で ホテルへ 向か ったが,国 慶節 の行事 の ため車 が 旧市 内 に入 れず,

永安 門か ら歩 く。ホテル で夕 食の あ と,首 都 空港 へ 向かい,フ ホホ ト行 の国 内線CA-1102

便 に乗 る。21時58分 離 陸,22時50分 着陸,気 温8度,風 が冷 たい。 空港 に劉来学 副所長,

郭素新 さん,郭 治 中氏 らが出迎 えて下 さ る。宿舎 の雲 中賓館 に向か い23時30分 就 寝。

10月2日(日)晴,風 寒 し一老 虎 山へ 一

9時35分 宿舎 発,昨 年 と同様,真 南 に道 をとる。10時14分 北魏 の盛 楽城 に立つ。 ホ リ

ンゴー ルか ら東 に折 れ,山 あいの道 を進む。12時40分 再 び老 虎 山荘 につ く。先 着の 田先
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内蒙古 「岱海」での発掘調査一平成7年 度国際学術研究報告一

生が出迎えて下さる。午後はこの山荘には じめて訪れた大貫さんと,

跡参観。

もう一度老虎山遺

10月3日(月)晴 一岱海へ一

8時,朝 食のあと,田 先生から岱海周辺遺跡の概要をまずうかが う。9時40分 山荘発,

永興 と涼城の間の峠から前方遠 くに青い水が望める。目指す岱海である。10時10分 涼城

県の十字路を右折,岱 海の西をとおる和左公路 をゆ く。そのまままっす ぐすすむと,山

西省の左雲に至る道路である。我々の車は10時23分 六蘇木から左へ,岱 海の南岸の六泉

路 を進む。右手に連なる山の頂きに,長 城の峰火台が次々あちわれる。ここは明代の旧

長城が連なる長城地帯なのである。11時5分 王墓山遺跡着。山荘か らここまで約60km。

王墓山遺跡は岱海南岸のほぼ中央にあ り,背 後の山の名から名付けられた。王墓山か

ら派生する尾根の一つが丘状に盛 り上が り,ゆ るやかに南の歩量河に向かって下る斜面

に,下 かち上へ王墓山下 ・王墓山中 ・王墓山上 と三つの遺跡力噸 に営まれている。年代

は仰紹文化の中期から晩期へかけてである。すでにそれぞれの遺跡で試掘が行われ,下

遺跡では住居趾が6基,灰 坑1個 が,上 遺跡では住居赴1基 と灰坑2個 が発掘されてい

る。 また,中 遺跡では環濠が一部発掘されていた。

王墓山から今度はさちに小高い石虎山に向か う。昨年,ボ ー リング調査で環濠が発見

されたばか り。 また,散 布の土器は後商一期文化で,東 にある紅台坂遺跡 とならんで仰

紹文化前期に遡 る。 この岱海周辺ではもっとも早い農耕文化遺跡である。環濠のほかは

住居趾の状況が明確でないのが欠点である。紅台岐はさらに残 りが悪いとのことで,な

らば,既 に中国側が試掘 している王墓山よ りも,こ の石虎山が未開拓だけに是非発掘を

や りたい。

13時30分 まで現地見学に費や し,下 山して14時麓の民家で昼食を頂 く。王墓 山調査の

際にはいつ も基地 となったとのことで,我 々 も安心 して世話になった。15時11分 出発,

途中涼城で買い物をすませ,17時 山荘帰着,17時30分 から19時の夕食まで収蔵庫 を開け

ていただき,既 に発掘されている遺物を調査する。収蔵庫は3か 所 あり,仰 紹,龍 山,

その他にわかれ る。なにしろ復元された土器だけでも200個近いであろう。石器,骨 角器

など実に沢山あって,何 から調べて良いのか,ま ごまごするうち時間が立ってしまった。

22時床にっ く。

10月4日(火)快 晴一岱海北岸へ一

朝食 のあ と,9時23分 山荘発,今 日は涼城 をまっす ぐ通過 して,岱 海の北岸 を東へ 走
21)

る。途中,公 路から左折 して園子溝遺跡へ向か う。山荘から約40km,10時40分 着。岱海

に面 した山の斜面に掘 り込まれた窯洞式の住居趾群である。保存用の扉 を開けて幾つか
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代 表的 な もの を見学す る。龍 山の住居 趾 は白灰面 が特色 とは聞いて いたが,こ の遺跡 は

壁 も真 っ 白に塗 られ,床 は厚 く,ま っ平 で,実 に見事 であ る。保 存 も良好 で見 ごたえが

あ る。南北 の2区 にわかれ,何 段 か雛壇 ふ うに並 び,総 数100基 近 くあ ろ う。今 は岱海 か

ら6～700m離 れ てい るが,遺 跡 の前 の岩 に残 され た痕跡 か ら,当 時は岱 海 の水位 が 高

く,こ の遺 跡 は湖岸 に 面 していた との こ とで ある。

12時45分 見学 を終 え,更 に北へ向か う。13時18分 温 泉着。岱海 に面 して温泉 が湧 き,

入浴 の他,療 養所 も設け られて いる。昼 食の あ と一風 呂浴 びる。今 の ところは中国人用

の みで あるが,新 館 を建 てつつ あるので,間 に合 えば ここに宿泊 し,丁 度対岸 の遺跡地

点 まで毎 日船 で往復 す る案 が ある との こ と。 目の前の湖岸 には遊泳 場 もあ り,実 現すれ

ば まこ とに結構 な発掘 とな ろ う。16時22分 温泉発,17時22分 山荘 着。今 日も20時 の食事

まで,遺 物調査 。

10月5日(水)快 晴 一 フホホ トへ 一

今 日は山荘 を離れ る 日。皆早起 きして7時 か ら8時 の朝 食 まで遺物調査 。9時5分 出

発,今 度 は一 旦涼城方 面 に向か い,そ の手前 か ら蛮汗 山 を横切 って,東 北か らフホホ ト

へ 向か う呼 陽公 路 を走 る。12時5分 宿 舎 の雲 中賓館着,山 荘 か らの 距離 は130km。 昼

食,休 憩の あ と,市 内 を散策,古 本屋や文物 商店 をぶ らぶ ら歩 くも,あ ま り収穫 はなか

った。

18時30分 か ら劉 ・塔 拉両副所 長,文 物処 王副所長,凋 さん それ に 田先生夫妻 な ど内蒙

古考 古幹部諸 氏の歓 迎宴 に出席,暖 か い歓 迎 に,つ い強 い白酒 の盃 を重ねす ぎ,酩 酊 し

て しま う。

10月6日(木)晴 一内蒙古文物考古研究所一

昨夜,気 炎をあげす ぎた報いで,今 朝はダウン。朝は粥一杯,昼 は麺一杯でベッ ドに

横 たわったまま。15時 ようや く起 きだ し,15時15分 か ら考古研究所での会談に望む。そ

れまで,大 貫 ・宮本氏は内蒙古文物考古研究所設立40年 を記念 して,研 究所建物の3階

に設けられた特別陳列室を参観。未発表の重要遺跡か らの遺物がず らりと揃っていた,

とのことで,後 悔先に立たず,み そこなってしまった。

会談は順調に進み,来 年度,文 部省の科学研究費補助金がっけば,石 虎山遺跡 を共同

発掘す ることで意向書を作成することとなる。二度にわたる予備調査で,岱 海周辺遺跡

の様相 をあらましつかむことが出来,内 蒙古の考古事情も把握す ることが出来た。 これ

で,準 備は大方整った。あとは,経 費が調達 できるか否かである。 この春,文 部省に申

請 した国際学術研究の行方が気になるが,来 年の査定発表を待つ しかない。

18時30分 か ら21時5分 まで,会 談に出席 したメンバーを招いて共同研究合意の答礼宴
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内蒙古 「岱海」での発掘調査一 平成7年 度国際学術研究報告一

を催 す。 昨夜 に懲 り今 夜はセー ブ し,無 事 フホホ トでの 日程 を終 了す る。

21時 経 費の支 払いの ときになって,大 貫氏が現金の盗難 に気 が付 く。 トランクの なか

に しまってあった弗札の,そ れ も100弗 紙幣 だけ を抜 き取ってあ ったの で,今 まで気が付

か なか った。 中国人用の ホテル ではや は り危険 である。来年か ちは考 えねば ならない。

10月7日(金)晴 後曇一赤峰へ一

6時 起床,7時 出発,空 港へ。劉所長 らの見 送 りを受け,田 先生夫妻,塔 拉 さん,郭

治中 さん 同行 で,8時20分 赤峰行 のCA-1139便 にの り,赤 峰 を中心 に,10月10日 まで内

蒙古東部 の考察 を行 った。次 いで11日 に北 京へ 出,10月12日,国 家文物局 に文 物処 の王

軍氏 を訪ね,共 同研究 の理解 を求め たあ と,帰 国 したが,こ の紀行 は,先 の国際交流基

金 に よる,内 蒙古 東部 調査 と併せ,別 稿 としたい。

5.第3次 内蒙古 予備 調査 一1995年(平 成7)春 一

平成7年3月,科 学研究費補助金の国際学術研究採択の朗報が入る。早速,田 さん宛

連絡。国家文物局宛の発掘許可申請を作成す る。

やがて,田 さんかち,発 掘許可申請のためには,尚 一層,詳 しい協議書が必要 との連

絡が入 り,3度 目の予備調査 を行 うこととす る。 この機会に遼寧省の関係遺跡,遺 物調

査 も併せ行 うこととし,大 貫氏と共に6月1日,関 西空港から福岡空港を経由して,13

時40分 大連周水子空港着。あ と,渚 陽新楽遺跡,阜 新査海遺跡,朝 陽牛河梁遺跡,錦 州

市博物館において遺跡遺物の調査研究を行 い,6月8日 朝,錦 州からの列車で北京へ到

着 した。 この踏査については別稿で取上げることとしたい。

6月8日(木)晴 一 フホホ トへ 一

日中,大 貫氏 と私 はそれぞれ,思 い思 いの 日程 のあ と,フ ホホ トへ行 くため北 京空港

へ。21時30分 発の フホホ ト行 きが遅れ,あ との便が先 にい って しまって も,ま だ乗れ な

い。 さすがお とな しい中国人乗客 た ち も,つ いにお こ りだ し,空 港係 員に くってかか る

が,如 何 ともしが たい。 カ ップ ラー メン1個 と飲料水1瓶 の配給 があ るだけ で,4時 間

待 た され る。 日付 けが変 わって0時55分 よ うや く乗 り込 み,1時 離 陸,1時47分 フホホ

ト着 陸。 こん な遅 くに も塔拉 副所 長が出迎 えて下 さる。2時20分 昨年 と同 じ雲 中賓館 に

入 り,文 涛 君 ら と打合せ の上,よ うや く就 寝。

6月9日(金)晴 一老虎 山へ 一

7時30分 起床,8時30分 朝 食。9時35分 宿 舎発,私 は三度老 虎山へ 向か う。 ホ リンゴ
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一ル経由で12時 老虎山山荘着
,先 着の田さんらに迎えられる。他に劉来学考古研究所副

所長,蘇 俊文物処処長 も待ち受け,昼 食は歓迎宴 となる。酒豪の二人を相手にするのは

大変だが,彼 らは今 日中にフホホ トへ帰る予定なので,危 うく終了。

総勢で王墓山,石 虎山の現地調査 と,現 地での発掘打合せ を行 う。そのあと,山 荘で

田さんと20時 まで懇談。夕食には毛涼城県文化局長,王 涼城県博物館長が同席し,ま た

また宴会。22時 過 ぎようや く就寝。

6月10日(土 〉快晴一岱海へ ～

6時 起床,8時30分 出発,岱 海へ 。9時35分 現地着,先 ず石虎 山へ登 る。現 地の試掘

や その後 の ボー リング調査 の状況 を聞 く。環濠は確か にあ るが,住 居趾 の方は不確 かだ

とのこ と。つ いで,王 墓 山へ。 こ こで も,以 前行 われ た試掘調査 のあ とを見,王 墓 山上

遺跡か ら,同 中,同 下遺 跡を詳 し く見て回 る。12時10分 遺跡発,12時50分 涼城 県招待 処

着,昼 食。岱 海で とれ る魚 の煮物,焼 き物,揚 げ物が で る。今後 の ことを考 えて,一 番

安 全 そ うな揚 げ た魚が大好 きで,あ とは嫌 いだ といってお く。 食後,涼 城 県博物館 へ。

涼城の町か ら左雲 へ向か って,右 手最初 の井溝村 にある。 こ こは もとの キ リス ト教会 を

改造 した施設 で,今 も十字架が屋根 に付 け られて いる。入 って左手 は 日中戦争 の際,こ

の教会が 中共 軍の指令 部 になった ときの革命記念室。 日本軍が一時,こ の辺 りまで攻め

込 んで きた時 の残 虐行 為 の展示が あ る。 日中戦争の爪痕 は,こ んな奥地 に も及んでい る

こ とに,粛 然 とさせ られ た。歴 史展示 は右 手。 この涼城県 には岱海 を中心 に,そ の周辺

に各時代 の 多数 の遺跡が分 布す るが,そ の うち,特 に オル ドス青銅器 の遺 跡 を中心 に し

て展示 されてい る。我々が見学 中,皆 は中庭の周 りを取 り囲 んだ,平 屋 の建物 を物色 し

て い る。 あ とで き くと,改 造 して我 々の宿 舎に したい との こ と。 こ こへ 見学 に きたのは

その 目的 もあ ったこ とが わか った。16時 見学 を終 え,16時20分 老虎 山荘着。

6月11日(日)快 晴一 フホホ トへ 一

6時 起床,収 蔵 庫 を見学す る。8時30分 朝食,9時 ～11時 調査 につ いての話 し合 い。

中国側 は我 々が希望 す る石虎 山 よ り,王 墓 山上遺跡の調査 を希望 してい る。 二度の現地

調査 を行 い,中 国側の意 向 もふ まえ,そ ろそろ決断す る時期 となった。11時 ～12時30分

今 回最後 の収蔵 庫見学。12時40分 ～14時20分 昼食。昼 食 といって も飲 み助揃 いだか ら,

まあ宴会 の ような もの である。 内蒙 古での調査は よほ ど酒 に強 くない と勤 まらない。14

時30分 山荘発,16時30分 フホホ トの昭君大酒店着。昨年の盗難事件 に こ り,高 いが外人

用の このホテル を希望 した。休 憩の後18時 か ら任弁公室主任 を中心 に,劉,蘇,田 夫妻

らが 出席 して宴 会。

午前 の話 し合 いの とき,国 家文物局 の認可には,文 部省か らの科学研究 費補助金許 可
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書類が必要 との指摘があ り,宴 会のあと,日 本へ電話をかけたが うま く繋がらない。や

っとFAXで 必要書類 を送ってもらったが,あ とで電話FAX代1万 円余 を支払わせ ら

れた。

6月12日(月)晴 一内蒙古文物考古研究所一

7時30分 起床,8時 朝食,8時50分 ホテル発考古研究所へ。9時30分 ～11時 昨年二 日

酔いで,私 だけ見学 し損なった考古研究所3階 の,特 別陳列室 を見学する。 白音長汗遺

跡か らはじまり,最 近の内蒙古における目覚 ましい考古調査の成果が展示されている。

ほ とん どが未発表か簡報 しか無いものばか り。写真は禁止なので,ノ ー トに精を出す。

一旦ホテルへ帰 り,昼 食,休 憩のあと,14時30分 か ら,考 古研究所の会議室で会談。発

掘協定書の作成 を行 う。発掘場所は石虎山ではなく,王 墓山 と決断する。なにしろ,中

国での発掘調査はは じめてである。科学研究費補助金の交付 を受けて行 うか らには,失

敗は許 されない。遺跡状況の不明な石虎山に賭けるのをもう一年先に し,安 全 を優先し

て,遺 構の存在が確実な王墓山上遺跡を発掘することとして協定書に署名をする。

夜は発掘協定の成立を祝 して答礼の宴会。ほっとしたせ いか一寸飲み過 ぎ,帰 りはな

かなか車に乗らず,大 貫氏に迷惑 をかけて しまった。

6月13日(火)快 晴一北京へ一

7時 の朝食はジュースのみ。7時20分 ホテル発,飛 行場へ向か う。田さんら見送 り。

中国民航のB737-300機 に乗 り,8時37分 離陸。劉副所長,郭 素新 さん同行。上昇する

左下に岱海が見える。機内で,8月 の調査に来 るとき,荷 物が多いなち,中 型バスで北

京空港 まで出迎えてもよい,と 願ってもない話がまとまる。9時20分 北京空港着陸。劉・

郭 さん と14時30分 国家文物局で待 ち合わせ を約束して,我 々は車で宿舎の天橋賓館へ11

時着 く。考古研究所の衰靖 さん と約束 していた大貫さんに くっついて考古研究所へ行 く。

任式楠所長,衰 靖 さん,や がてやって来た徐天進 さんちと懇談。任所長の計らいで,四

川料理 を御馳走になる。待 ち合わせ時間まで,文 物局の隣の文物出版社の売店で本を物

色。

14時30分 国家文物局へ。まだ北京に滞在 していた塔拉副所長 もあらわれ,国 家文物局

文物二処で,孟 処長,楊 林氏に面会。 こちちは内蒙古文物考古研究所の劉 ・塔拉副所長,

郭素新さん,そ れに大貫さん と私の5名 で,我 々 と内蒙古文物考古研究所 との国際共同

研究の発掘許可申請を行 う。共同研究の協定内容についてこもごも説明 した。文物局側

は報告書の出版について,質 問があった。先の遼寧省 とはその点で,当 初の詰めが甘 く,

中国側の報告書刊行が遅れていることについて事情説明をする。

これまでに2度 の共同研究意向書の交換があり,そ のうえにたっての発掘協定である
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ため,文 物局側 も調査着 手期 日が迫 ってい るが,許 可は必ず 間に合 うよ うにす る,と の

約 束 を頂 き,調 査 準備 はや っ と完 了 した。文物局 との懇親会 は 多忙の ため 中止 となった

ので,局 の 前で解 散。次 は内蒙古 で会 お う,と 握手 を交 わ して別 れ る。北 京飯店へ行 き,

大 貫 さん と二人で久 しぶ りの生 ビー ルで祝杯 をあげ る。買 い物や 夕食の あ と,19時 ホテ

ルへ 。 このホテル は 日本資本の ため,衛 星 でNHKが 入 る。発掘 の事前準備 が無事終 り,

ゆ っ く りと床に入 る。 夜中 に雷雨。

6月14日(水)曇 一帰 国一

6時 起床,7時30分 朝食,琉 璃廠へ 本探 し。 あ とホテルへ 帰 り,タ クシー で北京空港

へ 。JL-786便 に乗 り,関 西空港へ 。18時 着,大 貫 さん は羽 田へ 乗継 ぐので空港 出口で別

れ,帰 宅 した。

注
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報』1975年1期 。
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年1期 。

10)a.秋 山進午 『東北アジアにおけ る文明の生成 と発展過程の考古学的研究一平成2～4年
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b.秋 山進午,郭 大順 『東北アジアの考古学研究一 日中共同研究報告書』同朋舎出版1995

年。

11)こ のシンポジュームの発表 レジュメは,次 の刊行物にまとめ られている。
『中国古代北方民族考古文化国際学術研討会一B .C.10C-A.D.14C』 上下,内 蒙古文物考

古研究所1992.8.11-18.

12)内 蒙古文物考古研究所 「内蒙古朱開溝遺趾」『考古学報』1988年3期 。

13)田 広金 ・郭素新 「那爾多斯式青銅器的淵源」『考古学報』1988年3期 。

14)a.郭 治中,包 青川,索 秀募「林西県白音長汗遺趾発掘述要」『内蒙古東部区考古学文化研

究文集』海洋出版社1991年 。

b.内 蒙古 自治区文物考古研究所「内蒙古林西県白音長汗新石器時代遺趾発掘簡報」『考古』

1993年7期 。

15)a.秋 山進午 「紅山文化 と先紅山文化一赤峰紅山考古,其 の一一」『古史春秋』第5号,朋

友書店1989年 。

b.秋 山進午 「阜新査海遺跡 と遺跡博物館」(注10-b.文 献,336-342頁 所収)。

16)a.内 蒙古自治区文物工作隊 「和林格爾県土城子試掘記要」 『文物』1961年9期 。

b.内 蒙古文物考古研究所「内蒙古和林格爾県土城子古城発掘報告」『考古学集刊』6,1989

年。

17)a.内 蒙古自治区博物館文物工作隊 『和林格爾漢墓壁画』文物出版社1978年 。

b.秋 山進午 「"踏燕奔馬"と 甘粛省武威の漢墓 をめ ぐる二,三 の問題」『MUSEUM』

No,137,東 京国立博物館1979年 。

18)田 広金 「涼城県老虎山遺駈1982-1983年 発掘簡報」『内蒙古文物考古』第4期,1986年 。

19)田 広金 「内蒙古中南部龍山時代文化遺存研究」 『内蒙古中南部原始文化研究論集』海洋出版

社1991年 。

20)田 広金「内蒙古長城地帯石城聚落趾及相関諸問題」『紀念城子崖遺趾発掘六十周年国際学術

討論会文集』斉魯書社1993年 。

21)園 子溝遺跡は前出,注19)参 照。
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第2部 第1次 中 日共同内蒙古 「岱海」周辺遺跡発掘調査
一1995年(平 成7)一

1.は じめ に

第3次 予備調査によって,国 家文物局の発掘許可の内諾 も得 られ,こ れで,調 査の手

続はすべ て完了 した。帰国後早速,準 備にかか る。遼寧省 との測量調査の経験で,あ る

程度の準備は出来ているので,あ とは発掘に必要な もの を付け足せば良い。廣川さんの

はからいで,泉 屋博古館の倉庫の一隅をお借 りして,機 材 を集結する。いざ,集 めてみ

ると,さ すがにその分量は大変だ。ケン ト紙や グラフ用紙など,紙 類だけでも大変な重

さ。それに光波測距儀 レベルとその脚,ポ ール,ス タッフ,大 型の平板 とア リダー ド

セッ トに加 え,ト ー タルステーション用のパ ソコン,プ リンターなど。壊れに くいもの

は事前に送 っておこう,と 荷造 りに一汗かいて郵便局か ら送 る。細々 した機材,消 耗品

は廣川 さん,嗜 好品類は小 田木 さんが分担 して調達 していただいた。

平成7年 度のメンバーは,次 の通 りである。

[発掘調査班]

秋山:進 午 大手前女子大学文学部教授

大貫 静夫 東京大学文学部助教授

宮本 一夫 九州大学文学部助教授

廣川 守 泉屋博古館学芸員

小田木治太郎 天理大学付属天理参考館学芸員

岡村 秀典 京都大学人文科学研究所助教授

大貫氏は黒龍江調査 に参加のため8月7日 か ら合流。岡村氏は所用のため後半参加。

新戦力として小田木氏が加わった。

[オル ドス青銅器調査班]

山本 忠尚 天理大学文学部教授

中野 徹 和泉市久保惣記念美術館館長

高浜 秀 東京国立博物館東洋課中国考古室長

高浜氏は先発隊 として先にモンゴル,内 蒙古,河 北を回っていただいた。

[中国側隊員]

田

郭

郭

広金

素新

治中

内蒙古文物考古研究所研究貝学術委員会主任

内蒙古文物考古研究所副研究員

内蒙古文物考古研究所副研究貝

一78一

↑



内蒙古 「岱海」での発掘調査 一 平成7年 度国際学術研究報告一

楊 沢蒙 伊 克昭盟文物姑,那 爾多斯博物館館員

ほかに索秀券 さん,測 量調査に王仁旺,田 文涛氏らが協力された。

7月31日:自 分 の荷 物 の他,壊 れ ては困 る機械類 を関西 の3人 が手分 け して担 ぎ,難

波南海 ホ テルへ集合 。荷物 の配分 と最後 の調査:打合せ を行 う。 宮本,廣 川,小 田木,私

の4人,忘 れ ていた ものや,買 いそびれた もの を探 し,準 備 に万全 を期す。

8月1日(火 〉晴,北 京は曇一長城の旅1日 目一

7時 のラピー トで難波か ら関西空港へ。10時3分 離陸,私 に とって15回 目の中国訪問

だが,初 めての発掘調査 に向か う今 回の旅はやは り特別 である。荷物制限の緩 いビジネ

ス席をとった。12時 北京首都空港着陸。出口には約束通 り凋さんがいつ もの笑顔で待 っ

ていて下 さる。車は中国製の牡丹 という中型25人 乗 り。運転手は2人 交代,も う一人夏

休み旅行の運転手 さんの坊や。荷物を積み込み早速スター ト。長城の旅が始 まる。

最初の目的地はい うまでもな く八達嶺。13時42分 首都空港から北京市内へ向か う高速

道路に乗 って,一 旦市内へ入 る。三環路から精華東路へ入 り,北 西へ。15時40分 入達嶺

に立つ。 これか らの旅は長城に沿って,内 蒙古の現場 まで二泊三 日の予定である。

長城は北方か らの遊牧民の侵入を防 ぐため,戦 国時代の昔から営々 と築 き,守 られて

きた。長城は したがって,定 着農耕民 と遊牧牧畜民 とを区切 る,人 工の境界線である。

私 たちの国際学術研究のテーマは"遊 牧騎馬民族文化の成立 と発展過程の考古学的研

究"と した。 そのフィール ドとして選んだ内蒙古涼城県の岱海は,発 掘現場のす ぐ上 を,

放棄された明代の旧長城遺跡が横切 っている。その"農 業牧畜接触地帯"の 調査に出発

す る。

16時20分 八達嶺 を出発 し,そ のまま北上 して延慶 を目指す。延慶には北京市文物研究

所が設立 した 「山戎墓葬陳列館」がある。前の遼寧省 との共同研究の際,こ の遺跡の発

掘 を担当した北京市文物研究所の斬楓毅氏に案 内していただ き,1990年 に訪れたことが

あるだけで,延 慶の町で博物館の場所を聞 くがなかなかわか らない。あきらめて,張 家

口への国道 を走 り出した ところ,右 手に見える山並みにどうも見覚 えがある。 まえに来

た宮本 ・廣川さん と3人 で,確 かこのあた りだ,と 目をこらしている内に,宮 本 さんが

道路の上にでている博物館への案内標識 を見つけた。車 を引き返 して右手の山の麓まで

進む。山は墓地のある軍都 山だ。17時15分 博物館到着,し か し5時 を過 ぎているので,

入れないのではないかと心配 しながら門に向か うと,丁 度,鍵 をかけて帰 りかけていた

管理人に出会 い,好 意で参観をさせて頂けることとなった(図 一1)。

この遺跡は,1985-88年 に500基 以上の墓が発掘され,概 要が 『文物』 と 『北京考古四
1)

十年』 に報告 され てい る。 山戎 とは 『史記』 旬奴伝 にあ る,春 秋戦 国の際,燕 の北 にあ
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って強勢 であ った遊牧部族 の一つ であ る。博物館 は発掘 された墓群 の一部 に屋根 をか け

た遺跡博物館 となっていて,興 味深 い。

17時50分 博 物館発,今 夜 の宿泊 地の張家 口を目指す。18時50分 懐 来,20時 宣化,21時

ようや く張 家 口到着。 張家 口市迎 賓館 に宿 をとるが,到 着 時間が遅 く食堂 が閉 まってい

る。町 の中 を車 で回 り,仕 舞 いか けて いた食堂に交渉 して遅 い夕 食。23時 過 ぎや っ と就

寝。

8月2日(水)雨 後晴一長城 の旅2日 目一

張家 口は北京の北 の要 衝 として,開 放 され るのが遅 か った。 そのせ いか,あ ま り高層

建 物が 目に立 たず,心 無 しか ひ っそ りしてい るよ うであ る。市 内に博物館 が あ るはずだ

が,今 回は先 を急いで割愛す る。8時25分 ホテ ル発,今 日の行程 は本 学学長 日比 野先 生
2)

と小野勝年 先生 に よって戦前 に調 査 され,最 近報告書 が刊 行 された山西省陽高漢墓 の現

状 を見た あ と,大 同 まで行 く予 定。行程 は180km。 洋 河 を遡 る国道110号 線 を,し とし と

降 る雨 の 中を走 る。10時15分 柴溝墨 で舗装 が と切 れ地 道 とな る。 雨に道が ぬか るんで ヌ、

ピー ドが上が らない。一寸 急な坂道 は登 るのが なか なか大変 であ る。対向車 に石炭 を満

載 した トラ ックがひ っ きりな しに通 る。大 同周辺 の良質の石炭 を,冬 の暖房用 に都会 へ

運 ぶ。 そ うした トラ ックでは,急 な坂 は滑 って登 れない。 そこはそれで,坂 下 に牽引車
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が待 って いて,金 を払 う と引 っ張 って くれ る。聞 くと一 回100元 か らす る との こ と。高い

牽 引料 だが,そ れ を払 って も引 き合 う石炭 輸送 とい うこ とか。11時45分 懐安通過,旧 城

壁 が一部 残 って いる。13時50分 陽高着。や っ と雨 が あが る。駅 前の 食堂 で昼 食。最近 北

京か ら帰 って開業 したば か り,と い うこ とで,な か なか美味 しか った。

14時50分 陽 高か ら南へ 向か う。 途 中の坂 道が ぬか るん で,前 の トラッ クが上 がれ ず,

1時 間近 く立 ち往生 とな る。 峠か らは桑 乾河 の流域平 原の拡 が るの が見晴 らせ る。坂 道

を下 り切 る前 か ら,道 路 の右 手 に漢墓 が見 え始 め る。直径30～40m,高 さ3～4mの 円形

で あ る。 やが て,古 城 墾 につ く。 日比野 先生 らの報告書 では,こ の村 の周 囲で発掘調査

され た よ うであ るが,報 告 書の地 図 と比べ て も,そ の位 置 が今 一つ は っ き りしない(図

一2) 。諦 めて村 を出 よう とす るが,今 度 は我々 の車が滑 って進 め ない。や むな く別 の道

を探 して 引 き返す。 途 中 まで道案 内 をす るか ら同乗 させ て欲 しい,と い う女性 の案 内 で,

18時20分 や っ と国道へ た ど り着 く。舗装 道路 にや っ と出 た。大同 まで あ と40kmの 標 識付

近 では,こ こに も右 手 に7～8基,や は り漢墓群 が見 えた。 こち らは,先 の陽高 の もの

よ り大 型 であ る。19時30分 大 同の東 門 を入 る。 予定 の ホテルが思 わ しくな く,20時20分

大 同賓館 へ変 更 して宿 泊。
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図～2陽 高古城墜漢墓群
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8月3日(木)快 晴一長城の旅3日 目～

8時20分 ホテル発,雲 岡石窟へ向か う。白状するが,実 は雲 岡へは今 回が初めてであ

る。大同か ら西へ16km,武 州河 を遡ると並木の間か ら,右 手の断崖に東方石窟が遠望 さ

れる。8時50分 石窟着。 たった半 日の駆け足参観ではあるが,天 気に も恵まれ,石 窟の

素晴らしさを満喫す ることが出来た。12時 見学終了,門 前の食堂で山西名物の刀削麺の

昼食。12時57分 雲岡発,そ のまま西へ進む。雲岡の西には大炭田がある。 ここか ら,列

車だけでな くトラックが石炭 を満載 して,西 へ東へひっきりなしに輸送す る。そのお陰

で道路か ら近い雲岡石窟が トラックの地響 きで影響がある,と いう記事を中国文物報が

掲載 していたのを思い出した。やがて左雲,こ こから更に西へ進む と,右 玉か ら殺虎口

で長城線 を越えて内蒙 占のホリンゴールへ出る。その途中に有名なホリンゴール漢墓が
ヨう

あ る。我 々 は14時50分 左雲 の先 で右,つ ま り北へ折 れ,内 蒙古 涼城 県へ で る道 をとる。

雲 岡 を流れ る武州 河へ 向か って段 々 と下 ってゆ く。 三 台子の先少 しで,そ の河 を渡 る。

道は今 度は徐 々 に登 りとな る。右 手前方 の稜 線上 に長城 が 見えて くる。 ここか らは この

長城 を右 に左 に縫 うよ うに進 む。右 手 にか な りの規模 の城 壁 を四方に巡 ら した集 落が あ

る。長城 線 に近 く,あ るいは その頃か らの城 壁 であ ろ う。登 り切 った峠 は 山西省 と内蒙

古 との境 界線 で,そ こで長城 を乗 り越す 。振 り返 る と今 通 って きた武州 河の 向 こうに,

左雲 が小 さ く見 え る。

こ こか ら,道 は長城 線 と並 んでい る。 日干 し煉 瓦 を積 み上 げた だけ の長城 は,ぼ ろぼ

ろ と壊 れ た ままだ。 要所要 所 の山の上 には峰 火台が次 々 と並 んで讐 え る。 内蒙 古の 山並

み を徐 々 に下 る と,は るか遠 くに岱 海 が見 えた。岱 海 の南岸 の山 に も峰 火 台が連 なって

い るのが望 まれ る。 目指 す遺跡 は どの位 置か,峰 火 台の列 を見下 ろ しなが ら,ひ としき

り写 真 を とったあ とは,車 は どん どん岱 海 目指 して下 る。坂 を下 り切 る とそ こは岱海 の

南西 岸 だ。右 へ南岸 を進 む と発掘 地点 とな る。 ここか らは予備 調査 で二度通 った道 を涼

城へ さ らに永興へ ととり,18時15分 目的の老 虎山工作 姑へ到着,門 には 田先生 らが に こ

やか に 出迎 えて下 さった。

さっそ く,こ れか ら1か 月 を過 ごす 各 自の部 屋割 り。私 は中央左寄 りに立つ 母屋 の一

角 を与 え られ る。 この建 物 は我 々 を迎 えるため,大 改造が施 され,右 手 に田夫妻室,左

手 が私 の部 屋 で,中 央 には水 洗便所 とシャワー室が三 つ新 たに設 け られ た。 風 呂はな く

ともシャワーが あれ ば充分 であ る。皆 さん には母屋 の左か ら後 ろへ,鉤 の手 に曲が る建

物 の うち,日 当た りの良 い南 向 きの部 屋が各 自1室 与 え られ た。外 国 で初 めて1か 月 も

の長期 間の滞在 とな るため,あ らか じめ個室 をお願 い したが,そ の通 りに して いただけ

た。郭 さんのはか らい で,部 屋 部屋 には布 団や シー ツは もとよ り,花 柄 の カー テ ン,細 々

と した生 活用 品や 嗜好 品 まで,き ちん と用意 され ていて,そ の暖 か い心使 いに,こ こで

の これ か らの生 活 の快 適 さが予想 で きる。19時30分 夕 食,食 事 はわ ざわ ざ,フ ホホ トか
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内蒙古 「岱海」での発掘調査一 平成7年 度国際学術研究報告一

ら料理 人が呼ば れて常駐 し,調 理 して くれ る。 こちら も期待 で きそ うであ る。 あ と,明

日の予定 を相 談 し,部 屋 で荷物 を解 き,就 寝す る。

8月4日(金)快 晴一発掘1日 目一

前 夜は夜 中に激 しい雨音 が したが,快 晴 の朝 を迎 えた。 しか し,そ の雨に よ る道の修

理 もあ って,午 前 中は発掘予 定の打合せ のみ。 あ と,あ らか じめ送 ってお いた機 材や 用

紙類 を開梱,整 理 し,調 査 の用意 をす る。昼 食休 憩の あ と,13時20分 出発,い ろい ろ手

違 いが生 じ,15時30分 に現地 到着。事 前調査 の ときは歩 いて登 ったが,今 回 は車 の まま

頂上 へ登れ るよ う道 が整備 され てい る。 そこには大 きなテ ン トとモ ンゴールパ オが張 ら

れ,そ こが,調 査 基地 とな ってい る。 早速,斜 面 を少 し下 が った現場 で打合せ,以 前の

試掘 や,事 前 の ボー リング調査 の結 果 をふ まえ,現 代 の墓 を避け,調 査 区域 を設定 す る。

今 回の調査 では500m2発 掘 の予定 で,日 本 隊は1/3を 受 け持つ こととす る。何 しろ ここの

土 につ いて慣 れ るこ とか ら始め る必要 が あ るか らであ る。 その上方 の,遺 跡範 囲の外 に

基準杭 を設 け る。距離 は100m,南 をNα1,北 をNα2と し,さ っそ くコンク リー トで標識

を埋 め込 む。真鍮製 の径5cmの 円盤 に,中 心 の十字 のほか,中 日共 同研 究,1995年 それ

にナ ンバー が彫 り込 んであ る。今 回の発掘 中に,来 年発掘 予定 の石 虎 山の測 量 も予定 し

てい るの で,Nα2の 基準杭 は石虎 山 を見通せ る位 置 とした。 あ と発掘 前の写真 を撮 り,

17時 作業終 了,17時20分 現地発,涼 城 県 の公安 局 に出向 く。 旅券 を提 示 し,書 類 に記入

す るが,全 員 い ま北 京大 学へ留学 中の副教授 とい うこ とに なって しまった。 そのせ いか,

あ ま り手 間取 らず に済む。外 国人が ホテルな どの施 設以外 に宿泊 す るか らであ る。19時

宿舎 へ帰着。20時 夕 食。 夜,雨 。

8月5日(土)曇 時々小 雨一発掘2日 目一

明け方か らの雷雲 が残 って い る。7時 朝 食,7時55分 出発。9時38分 現地着。9時40

分作 業開始,昨 日設定 した基準杭 は きちん と完成 してい た。宮本 さん と私 は発掘 調査部

分 の平板測 量の ため杭 打 ちを し,早 速発掘部分 の測量 をは じめ る。1/200。 廣川,小 田木

さんは光波 測距儀 をつか って,全 域の トラバー ス測 量。雨 のため早 くか え るこ ととな り,

充分 作業 が出来 なか った。14時45分 現地発,16時30分 帰着,19時 夕食の とき,フ ホホ ト

か らや って きた,測 量が専 門の王 さん にあ う。食後,田 さん らと今 年の調査考 察 日程 の

協 議。2班 編成 とした ため 人の出入 りが激 し く,応 接 す る方 も大変 であ る。

8月6日(日)曇 後晴一発掘3日 目一

昨夜 も夜中雨,明 け方には上がったが雲行 きは良 くない。7時30分 朝食,8時 に出発

の予定で準備 を整 えたところ,谷 川沿いの道路が壊れていて出発延期。収蔵庫で関係遺
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物 の実測や,借 りた地 図 を写 した りす る。11時30分 早 い昼 食,12時10分 出発 し,13時40

分 現地着。 平板 ・光波 とも測量 開始 して まもな く,15時 す ぎ夕立 が くる。 あ ま り作 業が

進 まない。 雨止 まず,15時30分 現 地発,17時10分 帰着。 廣川 さんは疲 れか ら発 熱 し,夕

食抜 きで寝 台 に横 たわ る。夜,停 電す る。 さっそ く,蝋 燭が配 られ るが,平 素 明 るさに

慣れ切 っていて仕事 に な らない。

8月7日(月)快 晴一一発掘4日 目一

8時40分 発,9時15分 現地着 。午前,小 田木 さんは トラバー ス完成。杭 の高 さを測定

して書 き込む。宮 本氏 と私 は平板 に て調査 区周辺 の測 量。廣 川氏は休 養。午後,小 田木

氏 と私 で平板 に よ り周辺測量 続行 。宮本 氏が 日本 隊 トレンチ の発掘状 況 を見 る。昼 食 中

か ら夕立が くる。14時45分 晴 れ間が見 え,15時 作業再 開。16時 ごろ,わ あっ と歓 声が上

が ったのは南 を流 れ る歩量河 に,上 流 か ら濁流が津 波の よ うに押 し寄せ て きたか らだ。

17時 作業終 了。17時20分 現地 を発 ち,歩 量河 を渡 ろ う とす るが,さ っ きの増水 で渡渉 出

来 ない。や む な く,岱 海 を東 周 りで帰 るこ ととな る。岱 海の東端 を初め て見 られ る と,

か えって楽 しみ に走 る。湖岸 の眺め は,格 段 に良い。 東端の町,麦 胡図 をす ぎ,し ば ら

く行 くと大渋滞。昼 の 夕立 で橋 が流 されて しまったので ある。我 勝 ちの喧騒 の中,30分

かか ってや っ と通過 。北周 りは走行距離77kmと20kmは 多い。20時 や っ と帰着。予定通

り大 貫 さんが到着 して いて迎 えて くれた。停 電 中であ ったが,20時30分 や っ と電気が き,

20時40分 夕 食 とな る。夜,紅 台披の遺物調 査。

8月8日(火)快 晴一発掘5日 目一

7時37分 発,歩 量河の岸 が崩落 していて車が渡 れず,皆 で道 を作 る。9時25分 や っ と

現地 到着。9時30分 ～17時 作 業。午前 は石 虎 山1・II地 点 を踏査 して,今 後の計画 を協

議す る。 ボー リング調査の 強化 と,そ れに もとつ く試掘 を相談 す る。午後,新 たに購 入

した中国製平板 が届 いたので,今 日か ら中国側 と日本側の2台 の平板 に よ り測量 を行 う。

大貫 ・小 田木 氏は 日本側平板 にて測量 続行 。宮本 氏は 日本隊担 当のT10,T16,T22の

発掘 監督。私 は王 ・楊 さん ら と中国側 の平板 に同行 。 は じめ,な か なか平板 が立 たない。

や っと原因 は杭 の位 置 の写 し損 ない と判明す る。 基準点2か らコン ター4本 が入 った と

こ ろで17時 作業終 了。 夕食後は全員 で収 蔵庫 の遺物 観察 を行 う。

8月9日(水)快 晴一 発掘6日 目一

7時45分 発,9時10分 現場 着。 午前中は まあ まあだ ったが 午後 は暑気 が厳 しか った。

9時20分 ～17時 作 業。午前,引 き続 き中国側平板 に同行,上 部 東斜面測 量。午後 は同西

斜面 の測量。 もうまかせ て安 心 なので,午 後後半 は一部記録 写真 を とる。 宮本氏 は発掘
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をみ る。T10・T22の 両 トレンチ で第3層,す なわ ち文 化層 の上 面 を検 出 した。17時25

分 発,18時45分 帰着 。

8月10日(木)薄 晴一発掘7日 目一

7時40分 発,9時10分 着。9時15分 ～17時 作業。私は中国側測量隊に同行,杭3か ら

北方部完成。大貫 ・小田木 ・索さんは西斜面下方測量完成。以上で遺跡周辺地形測量完

成する。宮本 さんが発掘状況 を見る。我々の担当したT22ト レンチでは,最 も早 く住居

趾を確認 し,7号 住居趾(6号 までは試掘調査 で発見済み)と したが,中 国側担当部分

からも住居趾 らしい堀 り込みに,土 器が多量に埋蔵 された部分 を検出中である。T16で

も第3層 の文化層上面を検 出す る。T10で は第3層 上面に黎耕 の痕跡が一面に拡がって

いる様子 を検出す る。 この黎耕の畦に切 られる形で住居趾F9の 炉や居住面が認めちれ

るが,そ の範囲は不明である。炉の直径は70cmほ どである。

17時15分 発,途 中,西 瓜の見張 り小屋の写真を写 し,18時50分 帰着。

8月11日(金)曇 一発 掘8日 目一

昨夜の雨 は上 が ったが,一 日曇で涼 しい。 朝,道 路 の状 況調査 で出発延期 し,8時25

分発,10時15分 着。10時15分 ～16時30分 作業。 午前,大 貫 さん王 さんそれに作業員 さん

とで石 虎 山1・II地 点 に基準点 を埋 設 し,測 量の準備 をす る。発掘 中の王墓 山の基 準杭

2か ら石 虎 山1ま で,約500m,石 虎 山1か らIIま では さ らに200mほ ど。午後,大 貫 ・

宮本 氏はT22のF7住 居 玩 を掘 り下 げ,南 と西壁確 認。 四分 法 によ る畦 を設定 し,掘 り

下 げ る。南壁 は一部 が強 く焼け てい る。北側 は床 が段 にな って い るらしい。廣川 ・小 田

木 氏は トレンチ全 域 に実 測用の ポイ ン トを作成。T10で はF9を 検 出 し,写 真撮影。17

時45分 発,19時15分 帰着。

8月12日(土)薄 晴一発掘9日 目～

7時45分 発,9時10分 着,9時15分 ～17時 作業。T22のF7住 居趾 では西北部 に門道

を掘 り出す。 門道 と家屋 入 り口の境 に鉄 製摯先 が出土す る。F7は 新 しい,少 な くも明

代以 降 となった。 小 田木 君はT10F9の 平面 図作 成。午後 か ら トー タルステー シ ョンで

遺物 の取上 げ。 あ と,ト レンチ断面 の写真,実 測 。T22の 東 壁 は小 田木 君実測。17時30

分 発,19時 帰着。

8月13日(日)夜 明け前雨後晴一発掘10日 目一

8時35分 発,10時 着。10時 ～16時50分 作業。午前,1/100で,ト レンチ内の遺構配 置平

面図作 成。午 後は 田文 涛君に手伝 い を頼み,15時 まで発掘現地 の遠景写真 を撮 影す る(図
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難 灘 撫、
憎
。噛 警 藩 鞭 、

撃

.吊_一 阿

図一3王 墓山遺跡遠景(写 真右の山が王墓山,遺 跡は中腹,左 は石虎山)

一3) 。T22F7住 居趾 は全貌 を明 らかに させ るため,南 の畦外 しと東へ1mト レンチ拡

長 を行 う。新 たにT16の 北 にT17ト レンチ,T10の 北 にT11ト レンチの拡張 を始め る。

16時40分 夕立 が近 付 き,17時 発,19時 帰着。

8月14日(月)晴 一発掘11日 目一

7時35分 発,9時5分 着 。9時5分 ～17時 作業。 午前,地 元の環境保護局 か ら立 ち木

伐採 の保 証金 の徴 収 に来 る。併 せ て ゴ ミな ど環境 を汚 さぬ よう注意 され る。 日本側T17

トレンチか らF11住 居趾 が顔 を出す。 同様 に北へ拡 張 したT11ト レンチか らF12住 居坑

を発掘 す るが,こ ち らは残 りが非常 に悪 い よ うであ る。大貫 ・廣川氏 は測量。 小 田木 氏

はT16の 平面 図ほか作成。17時25分 発,19時 帰着。

8月15日(火)薄 晴一発掘12日 目一

7時40分 発,途 中,か ねて気 になってい た西 瓜見張 り小屋 を詳 し く見 ようと車 を止め

る。 なか を覗 い た ところ,余 りに も発掘 中の7号 住 居趾 とそ っ くりなの で驚いて しま う。

とい うの も,半 地下式,片 流れ屋根 の中に ちゃん と焼(=オ ン ドル)が 設 けてあ って,

焚 き口の上 にはお なべが おいて ある。坑 のけむ 出 しは後側 であ る(図 一4・5)。 簡単 な

見張 り小屋 の構 造が あま りに も発掘 中の住 居趾 と近 似す るこ とに驚嘆 しなが ら9時45分
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内蒙占 「岱海Jで の発掘調査一 平成7年 度国際学術研究報告一

現場 着。9時45分 ～15時30分 作業 。午前,廣 川 ・王 さん と石 虎iU設 置 の基点の レベ ル を

入れ る。 これ であ とは石 虎 山の地形測量 は,中 国側 が単独 で平板測 量にかか るこ ととな

る。午前,F7の 畦 断面 を作成 し,畦 を外 す。下か ら紡錘 車 であ る牛 の足の骨が で る。

午後一杯 かか り,F7を ほぼ完掘 した。正 午,文 物 考古研 究所 の劉 副所長,文 化庁 の蘇

処長 らが現地視察 に訪れ る。彼 らは 日帰 りの予定。 その ため,現 場 を15時45分 引 き上 げ,

17時5分 帰着。 また停電,蝋 燭 を ともして宴会 とな る。

8月16日(水)終 日雨一 発掘13日 目一

昨夜半か ら雨 激 し く,一 日中降 り続 く。 内蒙 古は8月 上旬 まで雨期 だ とは聞いて いた

が,こ ん なに降 る とは思 い もしなか った。 それに寒 い。長袖 はあ ま り持 って こなか った

ので,閉 口す る。午前 は思 い思 いの作 業 に従事,あ と,集 まって作業 の打合せ 。 それ を

も とに15時 か ら田 ・郭 さん と話 し合 う。要点 は,1)遺 跡全体 測量図面 に正 しい位 置 を

いれ たいため,試 掘 のあ と埋め戻 されて い る住 居趾 の掘 り起 こ し。2)下 方 にあ るとい

う貯蔵 穴の一部 を調査 したい。3)測 量 図は それ ぞれ作 成 した側が トレー ス して提供 す

る。4)王 墓 山出土遺物 の うち,別 置 されて いる もの を観 察 したい。5)こ れ までの試

掘調査 の際の図面 類 を提供 して欲 しい。 これ らはすべ て,快 く聞 き入れて いただ き,順

次提供 され た。 あわせ て来年,田 氏 らの来 日時の 見学希望 項 目や,さ らに 来年 度の発掘

計画 まで話が弾 んだ。

8月17日(木)曇 時々晴一発掘14日 目一

雨は上が ったが,長 雨のため道路が崩壊 して身動 きが出来ない。昨 日の申し入れによ

って早速提供 された遺物の写真撮影や,既 往の調査の際の図面類を トレー スして一 日過

ごす。やっ と停電が復 旧する。午前,退 職 した中央幹部が里帰 りしたついでに,我 々の

ことをきいて宿舎に見学にこられる。昼食時にはそのあと残った地元文化局の毛さんら

と宴会。皆は昼食休憩のあと,15時 か ら老虎山遺跡の見学に赴 く。夕食後は提供された

王墓山下遺跡の原図を手分けして トレースする。

8月18日(金)曇 一発掘15日 目一

7時35分,中 二 日お いてや っ と出発,9時 現地着。9時 ～17時 作 業。現場 は曇で風が

寒 い。 風邪 をひかぬ よ う防風衣 に身 を固め る。17日 の.うちに,作 業 員 さんだけで,お 願

い してい た畦 が外 され ていた。午前,中 国側担 当のT9のH5で フ ロテー シ ョン ・プ ラ

ン トオパー ル ・花粉分析 用の土壌サ ンプル採取。 午後,F7を 清掃 し,写 真撮影 。
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内蒙古 「岱海」での発掘調査 一 平成7年 度国際学術研究報告一

8月19日(土)快 晴一発掘16日 目一

7時35分 発,8時55分 着,作 業 は9時 か ら17時 迄。快 晴が戻 って きたが,今 度 は地 面

に しみ こんだ水分 の蒸 発 で蒸 し暑 く,皆 大 い に疲 れ る。T17のF11を 検 出 し,写 真撮影 。

今次 の発掘 以前,中 国側 が発掘 した住居趾 の再 発掘 が終 り,光 波測 距儀 にて測量 した。

これ で,す べ ての住居 趾の配 置図 を作成 で きる。午後,F11を 四分 法 によって掘 り始め

る。 出土遺物 は その都度,ト ー タル ステー シ ョンに取 り込む。

昼 食の とき,作 業員 の娘 さんが,15日 に発 見 したF7住 居趾 の牛 の足の骨 と全 く同 じ

もの を持 って きて くれた。名前 はバ ー リャオ(杁 吊)と い い,今 も,麻 に撚 りをかけ る

とき使 うそ うであ る。 ただ,F7出 土の もの と異 なるのは,真 ん 中に穴 をあけ,丈 夫 な

針金 を通 し,吊 り下 げ るのに便利 な よ うに してあ る点 であ る。 それ に して も,住 居構 造

が現在 の西瓜見 張 り小屋 と同 じであ るこ とといい,使 用 の道具 が現役 であ るこ とといい,

驚 くこ とが 多い。 この道具 は我々 に寄贈 していただ いたので,天 理参考館 の民族 資料 と

す るこ と とす る。

8月20日(日)快 晴一発掘17日 目一

7時35分 発,9時 着 。9時 ～17時 作業。 午前,F11の 掘 り下 げ を進め る。新 た に拡 張

したT23か ら住 居趾F17検 出す る。 宮本 さんが監督 にあ たる。昼休 み を利用 して,発 掘

蝿翻総 獺 麟
灘 、 郷 騰 、 晒

瓢 撫臨難響簸灘灘騨難騨盤醸灘1羅1擬遜欝懸墨難簸鍵義1露
__. .._～ 一 ・一 一 肋碑聯 卿'　 '一 一 醐

;7、 一.・ 一 認 難 ・ ㍗'

黛 騨'、 鵬 、 べ

蕪 藩欝 .・一∴一 蜜 轟 鵜
汽 、 響 繍 冴『航 畷_・ ・.騨 弩,鍬 驚 霧 緊 塾 党 繋

絡綴黙 耀難 継1<鯉 疑懸 擁 諺轟 瀦
一 サ

豫 趣 詞 邪 、_.'い 、。、 ・.㌃ 気..∫ ・

1∬擬懸 欝 鱒:lll轡
図一6旧 長城遺跡(遠 景は岱海)
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内蒙古 「岱海」での発掘調査 一平成7年 度国際学術研究報告一

地 点の上部斜面 に横 たわ る旧長城 の見学 に行 く(図 一6)。 そばへ行 くとさすが に大 きい

もので あ る。私 は長城 とい うものは一本線 だ と思 っていたが,こ の岱 海の南岸 には放棄

された長城 の城 壁 と,そ の上 の山頂 の峰火 台が延 々 と連 な って いる。維 持管理や遊牧 民

との勢力圏 のため であ ろ うが,こ ん な巨大 な労 力 を要す る もの を,作 った り放棄 した り

す る ものであ る。午 後は5m枠 の畦 を外す ため,そ れ ぞれの部位 のセ クシ ョン作成。17時

35分 発,19時 帰 着。

8月21日(月)薄 晴一 発掘18日 目一

7時35分 発,8時55分 着,9時 ～17時 作業。 宮本氏 と廣 川氏がF17発 掘,大 貫 氏がF

7実 測 にか か って いるため,小 田木君 と共 に,私 も終 日11号 住 居趾 の発掘 に取 り組 む。

F17を 完掘す るため,ト レンチ を北へ2m延 長す る。夕方 まで作業 し17時25分 発,18時55

分帰着 。夜,ま た停 電。 自家発電 は故 障が ちであ ま り役 に立 たない。蝋燭 で は仕事 にな

らず,皆,星 空で雑 談 し,あ とは早寝 。

8月22日(火)曇 後雨一発 掘19日 目一

7時45分 発,9時10分 着,9時10分 ～12時 作業。 午前,11号 住 居趾の 調査 続行 。石鍛,

石 斧,土 器片検 出。東西 に連 なる炉 あ との形状 も判明 して きた。F17も 四分 法に よ り掘

り下 げ始 め る。中国側 が主に担 当 したF10住 居 趾 を正確 に実測 したい とい うこ とで,1m

メ ッシュ を張 り,小 田木君 が実測開始。昼 食後 の休 憩 中,雷 雨 くる。帰 り道 か通れ な く

なるこ とを恐れ て14時58分 引 き上げ る。 老虎 山付近 も激 しい雨 で,道 路が ぬか るみ,山

荘 を 目の前 に して,車 が ス リップ し,登 るこ とが 出来 ない。や むな く,豪 雨 のなか を皆

濡 れ鼠 で歩いて 山荘 につ く。 夜,小 田木 君の誕生祝 い。 本 当は9月1日 なのであ るが,

彼は8月 末 に先 に帰 国す るので,郭 さんの配慮 で繰 り上 げ て祝 うこ ととなった。食堂 に

は彩 り豊 か なテー プが張 られ,フ ホ ホ トで調達 した直径50cm,2段 重ね の大 きな ケー キ

が飾 られ る。予想 もしていなか った中国側 の厚意 に,小 田木君 は大感激。停電 の 中,皆

で楽 しい夜 を過 ご した。

8月23日(水)快 晴一発掘20日 目一

昨夜の 激 しい雨 で,麓 の小川 が増水 し,車 が渡れ ず,午 前 中は待機 す る。 その間に,

王墓 山下遺 跡の図面 の トレー ス を行 う。12時8分 発,i3時30分 現場着 。13時30分 ～17時

30分 作業。F11,F17と も発掘 続行 。発掘 区外西北 の5号 住居趾 は再 発掘 の結果,住 居

趾 では な くピッ トと判 明。 これは中国側 の位 置の把握 に誤 りが あったため で,実 は別 の

場所 で あった。深 く掘 り下 げ ていた墓 が完掘 され,2号 墓 か らは瓦 に朱 書 きされた墓誌

が 見つか る。 なん と,清 代 末の道光 年の ものであ った。 そ うす る と,我 々が調査 してい
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内蒙古 「岱海」での発掘調査 一 平成7年 度国際学術研究報告一

た7号 住居趾や,そ の前面に拡がっていた畑の黎あ とも,そ の頃の もの ということにな

る。上方に残 る旧長城 と関連付けていたのは誤 りであった らしい。大貫氏はその7号 住

居趾の実測完了。断ち割 りで坑の様子 も良 くわかった。小 田木君は10号 住居趾実測。宮

本 ・廣川氏は17号 住居趾の発掘 と,出 土遺物を トータルステー ションへ登録作業続行。

中国側が進めていた石虎山の測量は今 日,1地 点が完了 し,II地 点へ移 る。11号 住居趾

で昨 日出土 した石鍛がない。私が騒 いでいた ら作業員のおば さんが一人,掘 り上げた排

土の山を節 にかけ,2時 間ほどで捜 し出して くれた。反省 と共に,そ の根気に驚 く。18

時発,19時25分 帰着。今夜 も停電中であったが20時30分 復 旧しやれやれ。 こんなに停電

があ るとは思わず,光 波用の充電に気をもむこと。

8月24日(木)晴 一 発掘21日 目一

7時40分 発,9時10分 着。9時10分 ～17時 作業 。宮本,廣 川 氏は17号 住居趾 の発掘 と

出土遺物 を トー タルス テー シ ョンへ の取 り込み続行 。F17の 床 面が でて きた。大 貫 氏は

8・11号 住 居肚 の花粉分 析用 サ ンプル採 取。小 田木氏 は10号 住居 趾 の実 測。 中国側 の発

掘 も進 み,F13,F16,F18が 完掘 され,皆 で写真 撮影 す る。我 々の ように掘 り下 げ途

中の 出土 遺物 を一 々 トー タルス テー シ ョンに入 れな いだけ で も早 さが随分 違 う。F17は

さらに東へ1mト レンチ を拡 張す る。 また 門道部 も掘 り始め る。17時30分 発18時55分 帰

着 。今夜 も停電,夕 食後,真 っ暗 な 中庭 で星空 を見上 げ る。久 しぶ りの満天 の星 を眺め

る。 銀河 が真上 にかか ってい る。

8月25日(金)快 晴 一発掘22日 目一

7時57分 発,9時25分 着。9時30分 ～17時15分 作 業。大 貫氏 は11号 住居 趾 の発 掘。小

田木 氏 は午 前,10号 住居 趾の セ クシ ョンを とる。 午後は11号 住居 趾の西 北隅 にあ る貯蔵

穴 の掘 り下 げ。 なかか ら土器 が出 て くる。小 口鼓腹 双耳罐 で,完 形 品 ら しい。 宮本,廣

川 氏は 引 き続 き17号 住居 趾 の発 掘。東 の壁 面に達 す る。F17住 居 趾北東部 に逆 さま とな

って い る小 口鼓腹 双耳罐 を と りあげ る。上 方か ら落 ち込 んだ模様 で あ る。17時30分 発,

19時10分 帰 着。今 夜 は停 電が な い。 索 さんの誕生 日で小 田木君 の とき同様,飾 とケー キ

で祝 う。

8月26日(土)曇 一発掘23日 目一

昨夜雨が降 り,上 が ったが雲が低 く垂れ込め,今 に も降 りだしそ うである。風が肌に

冷たい。現地作業 をあきらめ,近 くの遺跡見学 を行 うこととす る。8時7分 発徒歩で黄

土台地 を上 り下 ワしながらオル ドス青銅器時代 の墓群 で有名な毛慶溝へ向か う。8時40

分着。蛮汗山か ら延びる尾根の上に位置するが,お もっていたより山峰に近い。かつて
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4)
の発掘 の まま累々 と墓 坑が並 んで いる(図 一7・8)。9時25分 見学 を終 え帰途 に付 き,

10時 山荘 へ帰 る。 昼迄 トレー スや地 図 を写 した り,写 真 を撮 った りす る。

午後,少 し天気 も回復気 味 なの で龍 山文化期 の城 跡 であ る板城 遺跡へ行 こ うとい うこ

とで,14時10分 発,一 旦舗装 道路へ 出,東 へ進 み,す ぐまた左 の蛮汗 山方向へ進 む,河

沿 いに道 を と り板城 の集 落へ は いる。14時30分 歩 き始め る。 この村 は もと窯洞住 まいで

あったが,近 年,窯 洞か ら出て下方 に平 地住居 を営む よ うにな った。 したが って村 を抜

け て上 に登 る と放棄 され た窯洞が まるで遺跡 の ように立 ち現 れ る。 この村の さ らに上 に

遺跡 があ る。遺 跡地 は木 が一 本 もな く見晴 らしは良好 であ る。 北 と西 の城 壁 はなかなか

残 りが良 い。尾根 に沿 ってその両者 が頂上 辺 で一 つに な る(図 一9)。 下 方の城壁 は上 か

ら見 た ところでは良 くわか らない。 内部は下方 の斜 面が緩 い ところに住 居趾が あ るら し

く,そ の うち,す でに田 さん らによって,夏 時代 の住居趾や,龍 山時代 の住居趾 と窯 あ
5)

となどが試掘 されている。

頂上に連なる尾根をさらに登ると,そ こに田の字形に石塊を並べた遺構が5基,尾 根

沿いにある。田さんは龍山時代の祭祀遺構ではないか というが,付 近は漢代の古長城線

に近 く,漢 式土器の破片 もあ り,漢 代の ものではなかろうか。16時30分 下山の途中,放

棄 された窯洞の崖面に漢代の墓が暴露 しているのを見つけた。青銅や鉄の武器が露出 し

ていた。

触

　継灘鋼離欝
翼

、

曽

窯

飛避ゼ

.

臨
翼

獣

"

屑

π

瓢

羅

,

藁
⊇

ス燈

.
無

矯〆

.

穐
癖

罫

㌔

惣

ず

葱

へ

擁

.

叢

彫キ　

.

・・;

・
麟

砲

綜

.

勢

。

　
遷

.。
款
ぎ

げ

ぱ

ポ

選
〆

.灘
:

。

州
、
♂

織

、
鍵

・

欝
憐

∴
驚

囎
.

や

～

.
^

滋

ぜ

ロ

　

ぽサ
ぼ

一.
轟

勲
貿

濃

噸

平

・

騨

.

ぶ
.罫

箋

物
・

翻".
讐

響

欝.聾
磁悔獣

』麟

.

↑

、

5辮

雌
鐸

罐

,

藩

磁

蹴

・

ボ、響

灘

鱗

趨
職
熱

濠

、
＼

一

雫

憎
ゾト摩

.

辮
纈
警
②
嵌

議

.

ウ

漕

りか帖

.犠

翻城
・
板

舜

、
、。
饗

曇

鵡

卿
9'

蹄

.
欝

　一図

一93一

悔



内蒙古 「岱海」での発掘調査 一平成7年 度国際学術研究報告一

迎 えの車 を待 つ間 に付近 の農家 に入 る。窯 洞か ら出て平 地に住居 を作 った もの の,そ

の住 居 はなお,か つ ての形 を踏襲 して いる ところが面 白い。 屋根 は まっ平 で ある。 南の

窓の下 に坑 があ る ところは発掘 した7号 住居 趾や西 瓜見張 り小屋 と共通 して い る。

村の 中央,広 場 に面 して,も とは廟が あったそ うであ るがい まはない。 それに むか っ

てたて られ た清代 の舞 台が今 も残 ってい る。 富山大学時代 の同僚 の磯辺夫 妻が,こ うし

た戯曲上 演用 の舞 台 を踏査 していた こ とを思 いだ し,写 真 を とって送 ってあ げ ることと

す る。17時 板城 村発,17時20分 帰 着。

8月27日(日)快 晴一発掘24日 目一

7時35分 発,1日 おいてや っ と現 地へ向か う。9時10分 着。9時10分 ～16時 作業。 こ

ち らも昨 日は雨 だ った との こ と。午前,F17は 畦 を外す。F11は 北西隅 の貯 蔵穴が どん

どん拡 が ってなかなか掘 り上が らない。昼 食後,発 掘 参加 全 員の記念撮影 をす る。15時

タ クシー で到着 した田さんの次男文理 君が,母 の死 を知 らせ る。 今年 は危 ない予感 はあ

ったが,実 際 聞か され ると じん とな る。 後事 を諸 兄に託 して,終 盤の現場 をあ とにす る。

私 は この あ と一旦帰 国 し,母 の葬儀 をお え,再 入国 手続 きをす ませ,も う一 度 フホホ

トへ は9月5日 に帰 った。 この間 の発掘 の状況 は以下,宮 本 氏の調査 日誌 か ら引用 させ

ていただ く。

8月28日(月)晴 後曇一発掘25日 目一

9時 ～17時30分 作業。午前,F17は 壁 面,柱 穴 の検 出 と掘上 げ。 居住面が張 り替 え ら

れ,2層 に なってい るこ とが判 明す る。F11,F12が 掘 り上が り,写 真撮影 を行 う。午

後,中 国側 発掘 のF8,F5の 写真撮影。F17の 門道部 に は石が 階段 状に おか れて いた。

またその下方 に床 面が あ り,別 の住居趾 の可能性 があ る。

8月29日(火)晴 時々曇一発掘26日 目一

9時 ～17時30分 作業。午 前,F17の 門道部 を掘 り上 げ,全 景写真 を とる。 中国側F14

の写真 と りなお し。 また,F16を 切 る,と され たF18はF16と 同一 と判断 され,住 居趾

番号 は消滅 された。午後,F17の 平面実 測完了。F7の 東壁 で検 出 されて いた居住 面 は

新 たな住 居趾 であ るこ とが確認 され た(F20)。

8月30日(水)晴 一発掘27日 目一

10時 ～17時 作業 。午前,昨 日確 認 されたF7東 壁 の住居 趾F20に 続 き,そ の北,Fl7

との あいだに もう一 つ住居趾F21発 見。炉 の位 置か らも,F21がF20を 切 ってい るこ と

が判明す る。F17の 門道の前 には活動面が あ り,そ の活動 面がF20を 切 って いるの でF
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20はF17よ り古い こととな る。F17の 断面図 を作成す る。 午後,F17の 門道 の南にH22,

その西にH23の 貯蔵 穴 を検 出 し,発 掘す る。16時,今 回の発掘 区の発掘が一応完 了 した

ことで,全 景 写真 の撮影 を行 う。500m2の 発掘 区の中に,住 居趾 だけで も15基 発掘 され

ただけに,壮 観 であ る。

8月31日(木)曇 後雨一発掘28日 目一

9時 ～10時 作業。H23の 掘 上げ完了。全体 写真の取 り直 し中,雨 が降 りだ し,作 業 中

止。

9月1日(金)雨 一発掘29日 目一

雨のため,作 業 できず。

9月2日(土)曇 時々小 雨一発掘30日 目一

9時30分 ～17時30分 作業。午前,F17の 断 ち割 り開始。F20・21,H20・21の 写真撮

影 と実測用割 り付け。午後,以 上の平面図の作成 とレベル記入。F17は 断 ち割 りに よっ

て,3面 の床 面が確 認 された。上2面 は床 面の張 り替 えに よるものであ るが,そ の下 に

焼 いた面があ った。 これは,床 を張 る前に焼いて固めた もの であ る。 その下に埋 土があ

り,更 にその下に もう1面 床 面があ って,こ れに対応す る炉は上2面 の床 面に対 応す る

炉 とは位 置がずれて いる。

9月3日(日)小 雨後曇一発掘31日 目一

9時30分 ～17時 作業。午前,F17断 ち割 り部分 の写真撮影。断面図作成 。 これに よ り,

F17は1次 と2・3次 に分け られ るこ とが確 認 できた。 また,1次 と2・3次 では炉の

位 置だけ でな く,柱 穴の位 置 も異 な り,2・3次 では住居趾が北側 に拡 張 された ことが

判明 した。午後,T22・23東 壁断面の写真 と断面図作成。F20・21の 断面写真 と断面図

作成。以上 ですべ ての作業 を完 了 した。

9月5日(火)快 晴一再 びフホホ トへ一

JL-785便,関 西 空港9時45分 離 陸,11時57分 北京空港着陸。乗継 ぎの航空券 を貰 うた

め,市 内へ 向か う。 その あ と,歴 史博 物館 で関係資料 を撮影 して過 ごす。再 び北京空港

か らCA-1134便 にて,22時5分 離陸,22時58分 フ ホホ ト着 陸。郭 さん が出迎 え て下 さ

り,昭 君 ホテルへ。 第2班 のオル ドス青銅器調査班 として,山 本 さん と一緒に先着 して

いた中野 さんが迎 えて下 さる。24時 頃まで氏 と懇談。
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9月6日(水)雨 一フ ホホ ト滞在一

7時30分 朝 食の とき,発 掘隊 とオル ドス隊の全 員が顔 を揃 え る。9時 か ら今 後の スケ

ジュー ルを打合せ る。あ と内蒙古博物館へ 自由見学に行 くが,写 真 を撮 る撮 らないで一

悶着 を起 こす。劉 副所長 まで引っ張 り出 し,な ん とか解決す る。皆 さんに 申し訳 ない。

午後 は14時10分 か らフ ホホ ト市博物館 を見学す る。 フホホ ト市 に内蒙 古博 物館 のほか,

フホホ ト市博物館 が開設 されて いるこ とは,今 年に なって初め て知 った。 この博物館 は

1991年 に開館 したばか りである。場所 はフホホ ト駅の北西に ある。博物館 の建物 は,康
6>

煕帝の第六女恪靖公主が,蒙 古族の喀爾喀部へ降嫁 したときの公主府である。

丁度,慶 陵東陵の壁画模写展を開催中であった。田村実造 ・小林行雄先生 らが1939年
7)

発掘調査 された慶陵は,特 に東陵 の壁画 で名高い。 その東陵が盗掘 を受 け,1992-94年,

緊急発掘が行 われ,あ わせ て壁画 の模写 が行 われた との こ とであ る。 それに よって,現

存の壁画31幅,81m2が すべ て臨摸 され た。その際 前 回は未発掘 であ った墓 道部分 が全

掘 され たが,惜 しい こ とに,雨 のため,模 写 も写真 もないまま,と の ことであ る。墓室

は 田村先生 らの発掘 のあ と,保 存 のため埋 めておかれ たが,現 在 は どの ようにな ってい

るので あろ うか。調査 報告 書 と模写 とを詳 し く比べてみ たい ものであ る。

報告書の カラー写 真 などで,概 略 は心得 ていたが,や は り実物大,全 景 の模 写は,大

きさにお いてだけで も迫力充分 であ る。北 京か らベテ ランの画家 を呼 び寄せ た とい うだ

け あって,墓 室 四壁 に描かれ た四季 の風景 は,素 人の私が見て も見事 に模 写 されてい る

よ うにみ えた。

9月7日(木)小 雨一フホホ ト滞在一

8時30分 文物考古研究所へゆき,来 年度の協議を行 う。時期等は今年 と同じく,発 掘

は石虎山1地 点 を重点 として行 うことで合意する。昼は田さんのお宅で羊のしゃぶしゃ

ぶを御馳走になる。午後は文物考古研究所にて毛慶溝の出土遺物 を全員で調査する。夜

はホテルにて焦副庁長出席の宴会。

9月8日(金)雨 一フホホ ト滞在一

予定では包頭の遺跡見学であったが,雨 のため中止,午 前は文物考古研究所でオル ド

ス青銅器の調査。午後は3階 の特別陳列室を見学する。夜,主 治医の花岡先生から紹介

を受けた内蒙古医科大学教授アスゲン先生 と面会,娘 さんと3人 で夕食をとる。

9月9日(土)霧 後晴一臨河へ一

今 日か ら黄河を遡 り,臨 河,銀 川に各1泊 して寧夏回族 自治区で発掘 をしている菅谷

氏 らの現場 を訪れ,併 せ て寧夏の北方式青銅器を調査 しようという計画である。田先生

一96一
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も同行 して下さる。1か 月以上の休暇が とれず,先 に帰国 した小田木君,そ れに公用の

ため途中で帰る中野氏を残 し山本 ・大貫 ・岡村 ・宮本 ・廣川氏 と私の6名 。車は発掘調

査 の往 き来に使った 日産アーバ ン,運 転 は同じく魏 さんである。8時30分 ホテルを出発,

西へ包頭 を目指す。

午前の行程 は180km。 朝霧 は段々晴れ,や がて,右 手,北 側に陰山山脈の南端の大青

山山脈が延々 と険 しい傾斜 でせ まる。包頭の新市街にある包頭賓館 で昼食。12時45分 出

発。15時45分 五原通過。北方遊牧民がオル ドス平原に侵入するのは,こ の陰山山脈の切

れ目である五原の北か らである。道路はここか ら黄河の流れに沿って南へ向かう。17時

臨河市。 フホホ トか らここまで433kmを 走 った。

臨河市は巴彦悼爾盟の首都 としての新 しい町である。巴盟賓館に泊 まる。今夜は中秋

節,夜 空に爆竹のはじける,け たたましい音がひっきりなしに響 く。我々 も窓を明け放

ち,フ ホホ トで購入 した月餅 を食べ なが ら名月を見上げた。

9月10日(日)快 晴一銀川へ一

7時37分 ホテル発,右 手,西 に今度は狼 山山脈が遠 くに連なる。8時35分 欄河間。黄

河に閲門を設け,欄 河へ水 を分 けている。間門の橋 を渡 ったところに公園が設けてある。

休憩 して酒々 と流れる黄河の写真 をとる。今 まで何度 も黄河 を渡ったが,こ んなに川岸
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近 くを通 るのは初めてである。公園から黄河の岸に下 りる。川幅は300mほ どとそれほど

広 くないが,真 黄色に濁 り深さが計れない河水が,酒 々 と流れる様は不気味で もある。

岸辺でも黄土が溜 まり,水 は黄色 く濁っている。黄河の流れに手を浸けてみ る。冷たい。

そ して浸けた手が見えない。 これ こそが黄河だ(図 一10)。

8時45分 出発,こ れか ら黄河の右岸,つ まり東を走 る。西側は狼山山脈を後 ろに,そ

の前一面,黄 河の岸 まで鳥蘭布和砂漠が拡が る。走る車窓か ら,黄 金色に光 る砂丘が延々

と連なる様が,は るか遠 くに見える。今走 る黄河の東 も,オ ル ドス高原の西端で,こ ち

らには庫布斉砂漠が拡がる。黄河 を東に渡 ってか ら鳥海市迄の間は,左 右 に砂漠が拡が

る荒蓼 とした世界である。

9時50分 鳥海市。ここで再び黄河 を西へ渡 り,内 蒙古か ら寧夏へ入 る。石階山市から,

西の山は賀蘭山である。12時 灯塔村の東に田州塔が見える。塔の天辺の形で,一 見して

西夏の塔 とわか る。西夏王国の領域にやって来た。右手に銀川の北にある西夏の海宝塔

を見なが ら市内に入 る。12時45分 宿舎の寧豊賓館に到着。臨河か ら322km走 った。出迎

えて くれた寧夏文物所の女性の案 内で,北 門近 くの草堂酒楼で昼食。15時 寧夏博物館の

ある承天寺へ。門を入った左の2室 が西夏文物陳列室,右 手は寧夏歴史文物展示室。 こ

こに目指す寧夏出土の北方系青銅器が一部展示 されていた。中では1983年 に中寧県関帝
　ラ

郷侃丁村発掘の青銅短剣墓 出土品がかな りまとまって展示 されてお り,参 考 となった。

中庭の正面には承天寺塔が甕 える。八角 十一重の傳塔 で高さ64.5m,寧 夏第一の高塔

である。天辺の緑瑠璃傳で桃形 とした宝頂が印象的である。 また白塔 とよばれる。 もっ

とも当初の西夏のものは地震で倒壊 し,現 在のものは清代嘉慶二十五年(1820)の 再建

である。博物館参観のあと,文 物商店 を回 りホテルへ。

9月11日(月)晴 一銀 川一

固原への 出発 は待 って欲 しい とい うこ とで,や む な く,予 定 外の西 夏王陵 の見学 に行

く。8時30分 ホテル を出,西 へ新 市街 を抜 け,賀 蘭 山の麓近 くまで行 く。9時20分 王陵

着。広 い!と い うのが第一 感 であ る。南 の陵墓 はかす んで定 かで はない。蟻 の塔 を大

き くした よ うな陵墓 が点々 と甕 え るほか一 面 の荒 れ地 には,草 を求め る山羊 と羊の群 れ

が,僅 かに生 き物 の姿 を とどめ るのみ であ る。我 々は北 の9号 陵 か ら南へ,3号 陵 を除

く他 の陵墓 を一 巡 し(図 一11),12時15分 ホテ ルへ帰 った(西 夏王 陵の番号 は 『文物』の
9)10)

概 報 と,近 年刊 行 され た報告 書 とでは大幅 に こ とな り,報 告書 の番号 に よった。)。昼 食

の とき寧夏文物 所の女性 か ら,固 原行 きは許 可 で きない。理 由 は一 切 いえな い,と 通 告

を受 けた。全 貝で協議 し,引 き返す途 中,包 頭か らオル ドス高原 の東勝市へ 向か い,オ

ル ドス博 物館 を見学 し,帰 りに包頭へ たち よ り,前 に雨 のため行 け なか った,大 青 山南

段 の新石 器時代 遺跡 の踏査 をお こな うこ とに切 り替 えるこ と となった。 山本 さん は二度
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目の東勝行 きで気の毒 だが,や むを得ない。

田先生はなお,知 り合いの寧夏文物考古研究所の許成所長 を訪ね,打 開策 を尋ねたい

との ことで,承 天寺のなかの文物考古研究所 を尋ね るが,や は り困難 とのことで,明 日,

引 き返すこととす る。

9月12日(火)曇 後晴 一包頭へ 一

8時10分 寧 豊賓館発,来 た道 を引 き返 す。10時8分 寧夏か ら再 び内蒙古へ 入 る。12時

50分 臨河 のマ ンダ レー ホテル で昼 食。18時50分 包頭 の天外天大 酒店へ 到着 し宿 泊す る。

9月13日(水)晴 一束勝市へ一

8時50分 ホテル発,11時 東勝市のオル ドス博物館到着,

の天驕大酒店 で昼食の後,オ ル ドス博物館を見学す る。

王館長が迎えて下 さる。宿舎

9月14日(木)晴 一束勝市一

7時55分 ホテル発,東 勝市から南下 し,9時 伊金霊洛旗文物保護管理所へ。ここはも

との郡王府の建物 を利用 している。陳列 品はそれほど多 くないが,な かでは布爾台格郷

明干木都出土の,オ ル ドス青銅器資料が興味深かった。10時12分 郡王府発,11時10分 ホ
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テル帰着。午後 は15時 か ら再び博物館へ行 き,倉 庫にある逸品を出していただ く。それ

らは,伊 金雷洛旗の東南朴連郷石灰溝で発見 された銀器 と青銅器で,報 告では墓 とされ
　の

る。夜は博物館職員が経営す る鮫子店で,王 ・楊 さん らと痛飲す る。

9月15日(金)晴 一包頭 ・フホホ トへ一

7時45分 ホテル発,王 館長夫妻 と朝食を共にす る。お二人は蒙古族の王族にあたる。

モンゴル風の朝食を頂 く。8時30分 発,包 頭に向か うが,途 中大渋滞にぶつかる。 この

道は東勝市付近から出る石炭 を,包 頭へ運ぶ トラックの列が絶えない道路である。むこ

うで事故があった らしいが,詳 しいことは分か らない。回 り道をしようと迂回路へ向か

ったが,河 の深みにはまって動 きが とれず,や むな く,ト ラクター を徴発 して引っ張 り

上 げて もらう。お陰で1時 間以上時間を空費 し,包 頭の文物管理所の人 との待ち合 わせ

場所 までいったが誰 もいない。

昼食のあ と,田 さんが調査 をしたことのある,西 園遺跡へ向か う。大青 山の南段に突

き出た台地 の上に遺跡がある。 台地の上に上がると眼下に黄河が見 える。丁度東へ流れ

る黄河が90度 向 きを変えてここか ら南へ流れ る地点である。西園遺跡は間を流れる渓流
ユ　　

を挟んで東西二つの遺跡か らなる。東は龍 山時期の住居趾群である。西は東半分が仰紹
　ヨ　

文化期の遺跡,西 半分が春秋時代の墓地である。墓地部分 は発掘 したままの状態で見 ら
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れ る よ う覆 い屋 が掛 け てあ るが,内 部 はか な り傷 ん で いた。16時 遺 跡発,18時 ホ テル着。

9月16日(土)晴 一草原へ一

今 日は休養 日。折角 の蒙古だか ら今 日は草原へ行 こうと決 した。9時30分 ホテル発,

フホホ トから北へ陰山山脈 を分け入 る。10時30分 武川,11時5分 召河着。 フホホ トから

81km。 ここはフホホ トか らもっ とも近 い草原である(図 一12)。 この草原に戦国の長城

線があるというので見たが,草 原の中をほんの僅か隆起 した線が走るだけで,真 偽のほ

どは確言 し難い。

皆 さんは馬に乗 って草原を駆けていったが,田 さん と私はパオの中で休息 をきめ こん

だ。 あと,観 光客用 に広場 で行 われた蒙古相撲 を見た。観客の中で勇敢に挑戦す る人が

いたが,や は りかなわず,拍 手を受けていた。

夜は今回の共 同研究の締め くくりの宴 を催す。趙副局長始め,今 回の調査でお世話に

なった方々 と和やかな一時を楽 しんだ。

9月17日(日)晴 一北京へ一

7時 朝食のあと,ホ テルを引 き払い,空 港へ向か う。劉副所長,田 さん夫妻などか ら

見送 りを受け,中 国民航に乗 り込む。8時34分 離陸,左 の窓に岱海が見える。9時22分

北京空港着陸。空港案内所で宮本 さんが交渉 し,民 族飯店に泊 まるこ ととなる。11時 ホ

テル着。昼 食後,琉 璃廠 で本 を探す。夕食は北京飯店。

9月18日(月)晴 一北京滞在一

8時30分 ホテルか ら北京飯店へゆ き,本 を送 る。故宮へ行 くが,月 曜でほ とんど開い

ていない。歴代文物陳列館で,並 んでいた収集品のオル ドス青銅器 を全部撮影する。

昼 食はホ リデイ ・イン。あ と考古研究所付属の売店 で本 を探す。そのこ,王 府井で土

産 を買 う。

9月19日(火)曇 一北京滞在一

9時 ホテル発,こ の夏,新 しく開館 した瑠璃河西周燕国遺趾博物館の見学に向か う。

北京大学の徐天進さんが案内 して下 さる。高速道路 を石家庄方面に向かい,買 店出口で

下 りる。 ここか ら右へ行 くと周 口店洞窟へ,左 へ行 くと琉璃河遺跡へつ く。10時 着。城

内 を北京大学が発掘調査中である。劉緒氏ら顔見知 りが発掘の指揮にあたっている。 こ
14)

の発掘の成果は早速,今 年の 『文物』に発表 された。

ついで博物館へ行 く。応接室で趙福生北京市文物研究所副所長兼博物館長か ら博物館

の概要 を聞 く。博物館は1995年8月21日 に開館 したばか りである。陳列面積3000m2,収
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蔵面積2000m2あ り,陳 列は最新の展示方法をとるとい うが,実 際あ とで展示室 を見て驚

いた。発掘 したままの52・53号 墓やその車馬坑の上に四方からハーフ ミラー を掛けてあ

るため,内 部が浮 き上がって見える。 日本で も見たこ とがない展示方法である。燕国古

城趾は城趾部分が董家林村,墓 地部分が黄土坂村にかかってい るが,今 後1億 元かけて

立 ち退かせ全体整備 したいとのこ とであった。展示には燕国墓地か ら出土 した青銅器は
15)

無論 のことであるが,そ の他,我 々が関心 を持つ,北 方系青銅器 も昌平 白浮西周墓や順
16)17)

義牛欄山の青銅器,そ れに劉家河の商代金腕輪 と金耳栓 なども展示 してあり,参 考 とな

った。

15時30分 見学 を終え,北 京市内の文物研究所へ向かい,出 来たばか りの 『琉璃河西周
エ　ラ

燕 国墓地1973-1977』 の報告 書 を購 入 した。

9月20日(水 〉曇一帰国一

9時 早々に考古研究所 を訪問 し,任 所長 らに発掘成果 を報告 したあと,考 古研究所の

展示室 を参観す る。報告 で有名な遺跡の出土品が ぎっしり並んで壮観である。

その後,空 港に向かい,JL-786便 に搭乗。14時6分 離陸,関 西 空港へは17時55分 着

陸,出 口で解散 し,今 回の国際学術研究の任務 を無事終了 した。

平成7年 度の国際学術研究が,予 想以上の成果 をお さめて無事終了できたのは,第1

部,第2部 に記 したごとく,共 同研究に参加 された 日中隊貝諸氏の,絶 大 なご努力の賜

であることを銘記 し,厚 く御礼申し上げる。

本稿はそうした各氏の研究状況 を単に纏め たにす ぎない。 とりわけ,第2部 に記 した

王墓 山の発掘調査は,日 中それぞれで報告 を作成中であるため,各 人の調査 日誌の羅列

にとどめ,図 面や写真は一切省略 した。

そ してまた,我 々に絶好の舞台 を提供 していただき,共 同研究推進にご努力いただい

た内蒙古文物考古研究所の劉来学 ・塔拉 ・魏堅副所長は じめ内蒙古文物考古研究所員諸

氏,上 部機関の内蒙古文化庁趙芳志副庁長,中 日共 同発掘調査 を認可頂いた国家文物局

諸氏 らに深甚の謝意を表す る。

注

1)a.北 京市文物研究所山戎文化考古隊「北京延慶軍都山東周山戎部落墓地発掘紀略」『文物』

1989年8期 。

b.北 京市文物研究所 『北京考古 四十年』北京燕山出版社1990年,第5章 。

2)小 野勝年,日 比野丈夫 『陽高古城墾一中国山西省陽高県古城墾漢墓一』(東 方考古学叢刊乙

種 第八冊)六 興 出版1990年 。

3)a.内 蒙古 自治 区博物館文物工作隊 『和林格爾漢墓壁画』文物出版社1978年 。
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b.秋 山進午 「"踏燕奔 馬"と 甘粛省武威 の漢墓 をめ ぐる二,三 の問題」 『MUSEUM』

No。137,東 京国立博物館1979年 。

4)田 広金,郭 素新 『那爾多斯式青銅器』文物出版社,1986年 。

5)田 広金 「内蒙古中南部龍山時代文化遺存研究」 『内蒙古中南部原始文化研究文集』海洋出版

社1991年,に 簡単な論及がある。

6)ト 揚武 「呼和浩特博物館的五年」『内蒙古文物考古』1995年1・2期 。

なお,こ の期は呼和浩特市博物館五周年記念専刊 となっている。

7)a.田 村実造,小 林行雄 『慶陵』京都大学文学部1953年 。

b.田 村実造 『慶陵の壁画』 同朋舎出版1977年 。

c.田 村実造 『慶陵調査紀行』平凡社1994年 。

8)寧 夏回族 自治区博物館考古隊 「寧夏 中寧県青銅短剣墓清理簡報」 『考古』1987年9期 。

9)『 文物』1978年8期 の西夏陵墓特集号。韓兆民,李 志清 「寧夏銀川西夏陵区調査簡報」『考

古学集刊』5,1987年 は双方併記。

10)寧 夏文物考古研究所 ・許成 ・杜玉泳 『西夏陵』東方出版社,1995年 。

11)伊 克昭盟文物工作立占「伊金窪洛旗石灰溝発現的那爾多斯式文物」『内蒙古文物考古』1992年

1・2期 。

12)a.包 頭市文物管理所 「内蒙古大青 山西段新石器時代遺趾」 『考古』1986年6期 。

b.内 蒙古社会科学院歴史研究所,包 頭市文物管理処 「内蒙古包頭市西園遺趾1985年 的発

掘」 『考古学集刊』8,1994年 。

13)内 蒙古文物考古研究所,包 頭市文物管理処 「包頭西園春秋墓地」『内蒙古文物考古』1991年

1期 。

14)北 京大学考古学系,北 京市文物研究所 「1995年琉璃河周代居:吐発掘簡報」 『文物』1996年6

期。

15)北 京市文物管理処 「北京地 区的又一重要考古収穫一昌平白浮西周木榔墓的新啓示」『考古』

1976年4期 。

16)程 長新 「北京市順義県牛欄 山出土一組周初帯銘青銅器」『文物』1983年11期 。

17)北 京市文物管理処 「北京市平谷県発現商代墓葬」『文物』1977年11期 。

18)北 京市文物研究所 『琉璃河西周燕国墓地1973-1977』 文物 出版社1995年 。

本稿は平成7年 度文部省科学研究費補助金(国 際学術研究)に よる研究成果の一部である。
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